
� はじめに

本研究は、社会福祉実習教育の効果的なあり

方を研究するものであり、社会福祉実習教育の

内容および方法のモデルを構築しそれを検証す

ること、並びにモデルが広く実施されるための

条件整備に関する提言を行うことを目的とし

た。

厚生労働省は社会福祉士の養成校に対して、

一応の現場実習指導の基準と巡回指導の基準を

示している。しかし、配属実習に関しては、実

習施設・機関に一任されているのが現状であ

り、実習施設・機関により実習プログラムや指

導方法等大きな格差が見られる。しかし、養成

校は実習施設・機関と配属実習の内容に立ち入

った細かい協議をすることは避ける傾向があ

り、実習施設・機関も規定の期間を無事に過ご

すことで精一杯という状況も珍しくない。

しかし、本学が配属先に対して行った実習受

け入れに関するアンケート調査1）では、実習の

重要性への認識は高く、実習が施設・機関の職
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内容であり、実習教育のレベルの向上をはかるうえで、意義あるものと考える。

Abstracts : The purpose of this study is to propose the practical and effective way of field

instruction with model plan in each practice field. We organized eight model plans in col-

laboration with field supervisors so that they would be applicable in their fields. We expect

these plans will contribute to the improvement of field instruction.
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員・利用者に及ぼす積極的な側面を評価する意

見も少なくない。また、実習施設・機関から養

成校の教育・指導のあり方については多くの意

見が寄せられた。養成校がもっと実習施設・機

関に入り込んで接触を密にするべきとの声もあ

げられていた。

また、これまで養成校と実習施設・機関とが

共同で実習のあり方を検討した研究は例がなか

ったことから、本研究では実習受け入れ施設・

機関と大学が共通の論議の場を持ち、社会福祉

実習教育のモデルを構築することをめざした。

本研究は、大学と施設・機関との相互認識を深

め、密接な協力関係の中で有効な実習方法を確

立しようとしたものである。

� 方 法

1 社会福祉実習教育モデル研究会の概要

本研究は 2002年度に「有効な社会福祉教育

方法に関する提言」というテーマで 3年継続の

研究として本学共同研究を申請した。7施設・

機関の実習担当者と本学教員とで「社会福祉実

習教育モデル研究会（以下研究会）」を立ち上

げた。以後研究会のメンバーが増え、最終年度

の 2004年度のメンバーは資料のとおりであ

る。研究会の目的は、施設・機関と大学が協働

して社会福祉実習のあり方を検討し、実践的か

つ有効な実習教育の方法を確立することであ

る。具体的には次のようなことを行った。漓施

設・機関ごとの実習モデルの作成、滷実習モデ

ルの実施・検証を経た修正、澆実習モデルの実

施条件の検討、潺事前学習および事後学習との

関連の検討（社会福祉援助技術現場実習および

精神保健福祉援助実習に関連する科目との関連

を含む）、潸配属実習評価票の検討である。

2002年度は児童相談所、児童養護施設、児

童自立支援施設、障害者施設、福祉事務所、社

会福祉協議会、特別養護老人ホームの 7施設・

機関と共に作業を開始したが、2003年度から

は児童養護施設と児童自立支援施設を入所型児

童福祉施設として統合、新たに知的障害児通園

施設と精神病院を追加し、最終的には 8種別の

実習モデルを作成した。

2 社会福祉実習教育モデル案に関する調査概

要

先に述べたように、研究会において実習モデ

ルを作成したが、より広く実習施設・機関から

の意見を入れ、実習モデルをより実践的なもの

にするために調査を実施した。調査対象は 2004

年度、本学の実習を受け入れていただいた施設

・機関の社会福祉実習（社会福祉士ならびに精

神保健福祉士国家試験受験資格に係る実習）の

指導担当者である。2004年 7月に郵送法によ

り実施した。

調査内容は、施設・機関について（施設・機

関種別、職員数、実習指導担当者等）、調査票

記入者について（実習指導担当年数、取得資格

等）、実習モデル案について（実習プログラム

の実施可能性、実施するための条件等）であ

る。調査票は資料を参照していただきたい。

� 結果および考察

1 社会福祉実習教育モデルの概要

2002年 9月に研究会を発足させ、3年間の計

13 回（2002 年 4 回、2003 年 6 回、2004 年 3

回）にわたる研究会では、社会福祉実習教育の

効果的なあり方やその内容を示すモデルの構築

に向けてさまざまな観点から論議を積み重ねて

きた。

社会福祉援助技術現場実習および精神保健福

祉援助実習の配属実習（以下配属実習）で、

「実習生は何をどのように学ぶべきか」、また、

「実習施設・機関や養成校は何をどのように教

えるべきか」、その実習課題として、（社）日本

社会福祉士養成校協会や（社）日本社会福祉教

育学校連盟が調査などから示している実習内容

や本学がこれまで行なった実習施設・機関への

調査を基に以下に挙げる 8項目を提示し、この

項目を基本におきモデル案作成へと進めること

にした。
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・利用者の理解

・機関・施設の理解

・職種の理解

・対利用者援助技術

・対スタッフ連携技術

・職業倫理・自己覚知

・実習態度

・（現場）実習担当者からの指導

研究会のメンバーが所属する施設・機関

（2002年 6種別、2003年 8種別）でのこれまで

の実習から、この 8項目について実際にどのよ

うな内容が実習項目としてあげられるか、さら

に実習で最低限学ぶ必要がある内容を加えると

ともに、「何を目的に行うのか」「どのようなカ

リキュラムを組むべきか」という点を前提にし

た上で、研究会メンバー共有認識として以下の

点を確認して作成に取り組んだ。

・社会福祉士・精神保健福祉士の実習として

の明確性

・実践可能なモデル案の作成

・事前・事後学習のあり方の検討

・大学と実習施設・機関との連携の重要性

（三者面談の実施）

・機関・施設職員にとっての実習の意義

・実習内容の取り組みの整理

施設・機関での実習と、事前、事後学習とな

る養成校での学習内容との整理を行ない、施設

・機関と養成校の連携を視野にいれるととも

に、実習前、実習中（前期・中期・後期）、実

習後での学習内容を明確に示し、配属実習で必

要となる 180時間のモデルプログラム案の作成

に至っている。

こうして作成したモデルプログラム案は、実

際に配属実習施設・機関で試行し、再度検証を

行い修正を加えた。

また、作成したモデル案を、本学の配属実習

を受け入れていただいている施設・機関に配布

し、モデル案の項目を「実施可能」「場合によ

っては実施可能」「実施困難」のいずれかにチ

ェックしていただき、自由記述でも率直な意見

をいただくことで、さらなる検証を深めていっ

た。

今回の実習モデルは、実際に配属実習での試

行、検証や実習施設・機関への調査結果をふま

え、また、現場の実習指導担当者である研究会

のメンバーとともに作成したものであり、施設

・機関に即した実践可能な内容であり、実習教

育のレベル向上をはかる意義も備えているとい

える。

以上の経過によって出来上がった 8種別の施

設・機関の実習モデルを次に提示する。

2 分野別の実習モデルのポイントと課題

（1）児童相談所（表 1）

児童相談所は、児童福祉に関わるほぼ全ての

領域をカバーする行政機関であり児童福祉法に

かかわる措置権のほぼすべてを独占している

（あるいは一極集中）。今後はその措置権のいく

つかを順次市町村に委譲することになっている

ものの、一般的な養育相談から、障害児の通所

・入所にかかわる相談・措置、不登校・引きこ

もり・虐待・養護問題に関わる相談・措置、そ

して、学校や警察から持ち込まれ通告される非

行問題に関わる相談・措置などなど、その守備

範囲はきわめて広範多岐に及んでいるため、現

場実習に赴く学生たちは実際には児童相談所の

業務の一部に触れるか、あるいは垣間見ること

しかできない。したがって、事前学習、オリエ

ンテーション、講義などで業務の領域全体を十

分理解把握しておくことが重要である。その上

で、実習生は現在自分が従事している業務が領

域全体のどのあたりに位置しているものなのか

を常に意識しておくことが必要になってくる。

児童相談所は、いうまでもなく児童福祉司

（ソーシャルワーカー）を中心とする人的資源

こそが主要資源であり、業務の大半はソーシャ

ルワークの分野といえる。しかし、業務の上で

も地理的管轄においてもきわめて広範な守備範

囲を持ち、多様な施設・機関と協働関係にある
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表 1 社会福祉士実習モデル《児童相談所》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

〈事前学習〉 児童福祉に関する基本的知識の習得
施設の概要および施設に関する基本的知
識の習得
職員の職種および業務内容の把握
社会資源の把握
利用者支援に関する基本的知識および技
術の習得

実習のテーマ・課題の明確化
実習に臨むに当たっての基本的姿勢・態
度の涵養

◎関連する法制度に関する基本的知識を習得する
○児童相談所に関する基本的知識を習得する
○職員や業務内容について理解する
△地域における関連施設・機関やボランティアを把握す
る
◎援助技術関連科目の復習をする
◎ソーシャルワーカーの価値・職業倫理・守秘義務につ
いて理解する
◎権利擁護について学ぶ
○ソーシャルワークに関する基本的知識および技術を習
得する
◎実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ
◎実習計画書を作成する
◎目標や課題を明確にし、実習の心構えを持つ
◎実習生として求められるマナーを身につける
（挨拶、服装、言葉遣い、時間厳守など）

★事前学習の成果をレ
ポートにまとめ、実習
施設に事前に送付する
か、オリエンテーショ
ンに持参する

★特に面接技法につい
て

事前オリエンテー
ション

実習目的の明確化・共有化
機関の概要および運営方針の把握
実習中の留意事項の把握

◎実習計画書を検討する
◎機関の概要・運営方針の説明を受ける
◎実習に当たっての留意事項の説明を受ける

★実習機関の実習担当
者と実習生の二者で行
う。可能であれば実習
指導教員も含め三者で

実
習
初
日

〈オリエンテーシ
ョン〉

児童相談所の概要、機能の理解
実習生の実習内容理解
実習生としての自覚の涵養

◎児童相談所の概要について説明を受ける
・実習に当っての基本的留意事項の説明
・児童相談所業務の理解
（1）相談業務の概要
（2）相談の展開過程の実際
（3）一時保護所の機能

★可能であれば、他の
課等での配属の実習生
と相互交流の中で問題
意識を高める

グループ討議 上記の共有と深め ○グループ討議を通して、自分の問題意識と理解を相互
交流する

実
習
前
期
〜
中
期

〈配属実習初期〉 配属児童相談所で、業務の実際をより具
体的に理解
：相談業務の住民サービス業であること
の理解

◎児童相談所の相談業務の実際を理解する
◎配属児童相談所の機能を理解する
◎ケース記録によるケース理解と援助経過のシミュレー
ションを試みる

実習担当者の指導 実習生として、社会福祉の実践者として
の基本的な態度の涵養
漓実習指導担当者や配属課員、他の職員
の役割や動きの観察と理解
滷積極性と状況判断能力、指導者の指示
にしたがい、自らの行動への責任を自覚
澆実習指導担当者・職員・クライエント
等、接する人びとと速やかに良好な人間
関係を作る試み
潺守秘義務への配慮
実習生として実習中にできそうなことを
考察

○地域資源との連携の実際を把握する
○地域のネットワークでの位置付けを理解する（市児童
福祉課との関係や地域連絡会議等出席）
◎児童相談所内部での種々のつながりと流れを把握する
（所属外の課の理解／一時保護所の見学等）
○相談受理・判定・処遇会議へ同席する
（全体的なアセスメント過程を学ぶ）
◎記録を取りスーパービジョンを受ける
○例えば同席面接等で多少とも関わった事例の記録を児
童相談所の様式で記録してみる
◎日誌：一日の出来事・観察したこと・考えたこと・疑
問と質問を整理する
○スーパービジョンを受ける：積極的に質問する

巡回指導（以後随
時）

・中間評価とモニタリング
漓大学と児童相談所の実習生についての
コミュニケーションを深める
滷実習生がこれまでの実習体験を整理、
より深い理解を可能とする
澆残された実習期間での課題達成

◎中間評価←実習指導教員と学生の面接による自己評価
← 三者面接
◎これまでの実習期間のまとめと評価
◎残された実習期間でのより現実的で達成可能な実習課
題の確認
○三者、あるいは、何らかのコミュニケーション、関係
の調整

実習指導教員によ
る指導

学生のベンチレーション
‐円滑に実習が行われていることの確認

◎実習担当者からのフィードバックを受ける
‐実習態度や記録等についての指導、助言
‐学生からの質問
‐学生の理解や課題の達成度に応じた今後のスケジュー
ル調整

実
習
中
期
〜
後
期

〈配属実習中期〉
実習担当者の指導
＝基本的に常時随
伴

自分自身でできることを通して児童相談
所業務を体験的に理解

○出来る限り実習指導担当者に随伴して見る、学ぶ
◎電話の応対や面接等の観察
△出張（訪問面接／定例出張・カンファレンス等）
○連携の施設訪問
○面接同席
‐面接技術を学ぶ
‐相談援助やニーズの実感的理解
‐事例理解

実習指導教員によ
る指導

円滑に実習が進み、学びが深まっている
か確認
実習終結に向けての学生の意欲を高め、
残された課題の確認と達成の道を検討

○事務処理の流れ
○モニタリング→場合によっては、実習担当者と実習指
導教員の話し合い
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にもかかわらず、配属されている児童福祉司の

人数は不足しているだけでなく一般行政職員を

もって児童福祉司にあてる自治体も多いため、

いずれの児童相談所でも実習学生の指導にあた

ることのできる人材と時間の捻出には苦慮して

いる様子がうかがえる。

以上のような事情や各地域ごとの差異をふま

えた上でミニマムスタンダードの構成を試みた

のが別掲の表である。この表は、原則として、

実習期間中を通じて一人のワーカーが一人の実

習生の指導を担当、実習生は担当ワーカーの日

常業務に随伴し、可能な範囲内で次のような実

務を通じてソーシャルワーカーの役割と仕事の

内容を体験的に学習することを前提としてい

る。漓デスクワークの補助、ケース記録の閲覧

滷内外の各種会議（ケースカンファレンスや関

係機関との連絡会議・打ち合わせ）に同席澆家

庭訪問・施設機関訪問への同行（あるいは関連

施設見学）潺面接に同席

いずれにしても、子どものプライバシーに深

く関わることになるため、個人情報の取り扱い

と守秘義務については、基本中の基本的心得と

していくら強調してもし過ぎることはない。

（2）児童養護施設等入所型児童福祉施設（表 2）

一ヶ月にわたる配属実習は、学生が大学で受

けた事前学習を実践にうつす大切なものであ

る。特に児童施設の場合、児童養護施設・児童

自立支援施設を中心とする生活型施設にいたっ

ては、ほとんどの学生は子どもが居住する施設

に「宿泊」して実習に臨むことになる。この宿

泊実習では学生たちは、子どもと向き合い心身

共に疲れ果て一日を終えた後も、自宅に帰らず

施設で宿泊する。この経験は、学生たちにとっ

て、通勤で実習をするよりもっとハードなもの

になるようだ。その代わり、子どもたちととも

に施設で生活し苦労した経験を得ることがで

き、それによって学生たちは大きく成長するこ

とができ、自信をもつことができるようだ。

児童施設の実習では、子どもと関わる前後

で、学生たちによる「子ども」のイメージはず

いぶん変わるようである。実習前では、子ども

実
習
中
期
〜
後
期

〈配属実習中期〉
実習担当者の指導
＝基本的に常時随
伴

自分自身でできることを通して児童相談
所業務を体験的に理解

○出来る限り実習指導担当者に随伴して見る、学ぶ
◎電話の応対や面接等の観察
△出張（訪問面接／定例出張・カンファレンス等）
○連携の施設訪問
○面接同席
‐面接技術を学ぶ
‐相談援助やニーズの実感的理解
‐事例理解

実習指導教員によ
る指導

円滑に実習が進み、学びが深まっている
か確認
実習終結に向けての学生の意欲を高め、
残された課題の確認と達成の道を検討

○事務処理の流れ
○モニタリング→場合によっては、実習担当者と実習指
導教員の話し合い

実
習
後
期

（
ま
と
め
時
期
）

〈児童相談所にお
けるまとめ〉
（実習最終日）

他実習生の体験の分かち合いを通して、
自分が体験、学習できなかった部分を補
い、また自分自身の体験をより全体的な
視野で把握
児童相談所の実習担当者との質疑応答を
通して、より実際的な児童相談所業務や
機能の理解と確認
今後の自分自身のソーシャルワーカーと
しての目標を再確認し、分かち合いを通
して実現可能性を検討

◎実習を通じた自らの体験／学びを発表し、実習指導担
当者等からのコメントを得る
○グループディスカッションを通じて他の実習生との交
流をはかり相互の学びを分かち合い確認する
（1）児童相談所の機能や課題（理解の確認、今後の課
題）
（2）事例を通して見えた相談における「問題解決」につ
いて
（3）相談業務の理解、各自のソーシャルワーカー像が変
わったか
（4）他の実習生とそれぞれの異なった配属センター、配
属課による体験を分かち合う

実
習
後

事後学習 課題達成度の点検
実習体験の言語化

◎実習先からの評価を踏まえて実習全体をふりかえり、
実習指導教員と話し合う
◎実習の成果について検討し、今後の課題について確認
する
◎自己の成長と自己覚知について検証する
◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告
を聞くことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき項目 ○達成することが望ましい項目 △できれば達成に努力する項目

遠塚谷冨美子他：社会福祉実習教育モデルについて
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表 2 社会福祉士実習モデル《児童養護施設・児童自立支援施設など入所型児童福祉施設》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

事前学習 子ども家庭福祉に関する基本的知識の習
得
施設の概要および施設に関する基本的知
識の習得
職員の職種および業務内容の把握
社会資源の把握
利用者支援に関する基本的知識および技
術の習得

実習のテーマ・課題の明確化
実習に臨むにあたっての基本的姿勢・態
度の涵養

◎子ども家庭福祉に関する基本的知識を習得する
◎関連する法制度に関する基本的知識を習得する
○実習施設に関する基本的知識を習得する
○職員や業務内容について理解する
△地域における関連施設・機関やボランティアを把握す
る
◎援助技術関連科目の復習をする
◎ソーシャルワークの価値について理解する
◎ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理
解する
◎子どもの権利擁護について学び、自らの問題意識を高
める
◎入所児童の背景や親と子どもとの関係について事例か
ら理解する
◎ケアワークに関する基本的知識および技術を習得する
◎実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ
◎実習計画書を作成する
◎目標や課題を明確にし、実習の心構えをもつ
◎実習生として求められるマナーを身につける（挨拶、
服装、言葉遣い、時間厳守）

様々な事例を文献から
学び、子どもの入所背
景や親と子どもとの関
係について理解してお
く

事前オリエンテー
ション

実習目的の明確化・共有化

施設概要および運営方針の理解
実習中の留意事項の把握
施設の雰囲気の把握

◎実習計画書を検討し、より具体的な実習課題の設定を
する
◎実習プログラムについて検討する
◎施設の概要・運営方針の説明を受ける
◎実習にあたっての留意事項の説明を受ける
◎施設見学を行う

実習施設の実習担当者
と実習生の二者で行
う。可能であれば実習
指導教員も含め三者で
行う

実

習

前

期

実習の心構え
倫理観 オリエンテーション

実習中の留意事項の把握

◎基本的社会性（挨拶、服装、言葉遣い、時間厳守、守
秘義務）について実習施設の職員から講義を受け、実習
にあたっての留意事項を再確認する
◎子どもに対する接し方について理解する
◎職員への質問の仕方について理解する

以後継続

職業倫理・権利擁護

◎職業倫理について学ぶ
○入所児童について権利擁護に基づいた援助とは何かを
考える
◎守秘義務を理解した行動を習得する

以後継続

スーパービジョン漓

◎担当職員に適切な方法で質問をする
○担当職員に適切な方法で自分の意見を述べる
○担当職員に自分の実習テーマ・課題について助言を受
ける

以後継続

施設理解 実習施設の理解
一日の流れの把握

◎施設の沿革・規模・組織・入所児童の状況・職員構成
・職務内容を確認し、理解する
◎施設の運営方針を理解する
◎施設の一日の流れを把握し、それに参加する
△施設に関連した法制度を理解する

前期中に達成すること
が望ましいができなけ
れば以後継続

利用者に対する理
解と支援

利用者の理解と具体的な援助技術

◎入所児童の名前を覚える
◎入所児童の現状把握をする

以後継続

◎児童とのコミュニケーションについて考える
◎児童の年齢に応じた接し方について考える（同年齢・
異年齢）
◎生活指導・学習指導・あそびを通じて子どもとの関わ
り方を考える
◎行事等の参加を通じて子どもへの接し方について考え
る
△愛着障害を内在する児童との接し方について考える
○子どもの権利擁護に即した生活指導について考える
○親と子どもとの関係について考える

実習施設の実習担当者
と相談の上、これらの
課題について事例研究
ができるようであれば
実施してみる

ケース記録閲覧

利用者の家族理解と支援

△入所児童の入所理由についてケース記録を閲覧し理解
する
△入所児童の親の現状把握をし、理解する
△児童の家庭復帰について考える

可能な時期にずらして
もよい
また、ケース記録閲覧
が難しければ、担当職
員の講義で補う

職種間の理解 他職種の業務内容の理解・他職種との連
携の理解漓

○ケアワーカーとソーシャルワーカー、またファミリー
ソーシャルワーカー、臨床心理士の業務内容を理解する
○施設で働く職員のチームワークについて理解する

以後継続

巡回指導（以後随
時）

中間評価とモニタリング
課題の達成度の把握漓
実習計画書の見直し

◎実習が円滑に行われているか、これまでの実習期間を
振り返ってみる
◎課題の達成度について確認を行う
◎必要に応じて実習計画書の見直しを行う

実習施設の実習担当
者、実習指導教員、実
習生の三者で行う
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時代は自分が経験してきたし、簡単に子どもと

関われるだろうと思うようなのだが、実習でい

ざスタッフとして子どもとかかわってみると、

まったく子どもとかかわれなかったり、子ども

にどのような言葉かけをしたらいいのか分から

なかったり、子どもに少しきつい言葉を言われ

ると落ち込んでしまったりと、なかなか思うよ

うに動けない学生たちが本当に多い。

そのため、社会福祉士実習モデルの重点項目

として「利用者に対する理解と支援」を挙げて

いる。具体的には漓児童とのコミュニケーショ

ンの取り方を考える、滷児童の年齢（同年齢・

異年齢）に応じた接し方について考える、澆生

活指導・学習指導・あそびを通して子どもとの

関わり方を考える、潺行事等の参加を通じて子

どもへの接し方を考える、潸愛着障害を内在す

る児童との接し方について考える、澁子どもの

権利擁護に即した生活指導について考える、澀

親と子どもとの関係について考える、を課題と

して挙げている。これらの課題は、日常生活場

面で子どもとかかわり、接していく中でソーシ

ャルワーカーの役割に気づいていく、大切なも

のである。そのため、一ヶ月の実習期間中はこ

れらの課題と向き合いながら、関連するプログ

ラムをこなしていくことになる。たとえば、子

どもとの関わりにおいて「権利擁護に基づいた

援助」について考えることや、「個人情報の取

り扱いや守秘義務」に関しても理解していかね

ばならない。また、「ケアワーカーとソーシャ

ルワーカーの業務内容」の違いを理解し、「フ

ァミリーソーシャルワーカー」や「臨床心理

士」との関係も学ばなければならない。さら

実
習
中
期

関連施設・機関に
関する理解

児童相談所など関連施設・機関との連携
の理解

△児童相談所などの関連施設・機関を見学し、関係や連
携について考える
△関連施設・機関と電話の応対を経験する
○同法人内での他施設（乳児院・保育所・母子生活支援
施設・障害児者施設・高齢者施設）を見学し、関係や連
携を理解する

以後継続

地域における役割
に関する理解

地域における施設の役割の理解 ◎地域における施設の役割を理解する
◎施設に関係するボランティアの役割を理解する

以後継続

職種間の理解 他職種の業務内容の理解・他職種との連
携の理解滷

○厨房実習を体験を通して、栄養士・調理師の業務内容
や連携のあり方について理解する
△事業運営費について担当職員から講義を受け、業務内
容を把握する

以後継続

実

習

後

期

利用者援助技術 入所児童と援助関係を形成する能力の習
得

○入所児童との援助関係を形成する能力について考える
○入所児童の社会性と自立援助について考える
○入所児童の試し行為の理解と援助技術について考える
△入所児童に必要な社会資源の活用について考える

実習施設の実習担当者
と相談の上、これらの
課題について前期の事
例研究とも関連させて
できるようであれば実
施してみる

スタッフ援助技術 スタッフと信頼関係を形成する能力の習
得

○職員の間で信頼関係を形成する能力について理解する
○組織の一員として責任を果たす能力を習得する

前期から継続

ケースカンファレンスへの参加 ○ケースカンファレンスに参加し、個々のケースでどの
ような支援が検討されているかを学ぶ

スーパービジョン滷 ○援助技術の 1つとしてスーパービジョンがあることを
学ぶ

援助計画の作成 援助計画作成技術の習得 △入所児童の課題（短期・長期）について援助方針を立
てる
△親子関係調整の課題についての援助方針を立てる
△家庭復帰についての援助方針を立てる

援助計画を作成し、可
能であれば実施してみ
る

反省会 最終モニタリング
課題の達成度の把握滷
課題達成度の確認

○課題がどれだけ達成されたか、具体的に話し合い、実
習終結に向けての確認を行う
◎課題を達成しきれていない部分を把握し、今後の課題
について考える
○課題達成度から実習評価について検討する

実習施設の実習担当者
と実習生の二者で行
う。可能であれば実習
指導教員も含め三者で

実
習
後

事後学習 課題達成度の点検
実習体験の言語化

◎実習先からの評価を踏まえて実習全体をふりかえり、
実習指導教員と話し合う
◎実習の成果について検討し、今後の課題について確認
する
◎自己の成長と自己覚知について検証する
◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告
を聞くことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき実習項目 ○達成することがのぞましい実習項目 △できれば達成に努力する実習項目
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に、「厨房実習や事業運営費に関する講義を受

ける」ことで、子どもと直接かかわる職種では

なくとも「他職種との関連や連携」も学んでい

くことになるだろう。最終的に子どもの個々の

ケースについて短期的・長期的な援助計画をた

て、実施することができれば、社会福祉士実習

としてより深みのあるものになるだろう。

「児童養護施設」など入所型の児童養護施設

における課題としては、これらのプログラムを

どこまで現場実習で実施できるかということで

ある。「社会福祉士」資格と「保育士」資格が

ある以上、実習内容は違っていて当然なのであ

るが、残念ながらそれを明確に分けて実施して

いるところは少ない。これから、大学側と実習

受け入れ施設が実習内容をしっかりと検討して

いく時期にきているのではないだろうか。

（3）福祉事務所（表 3）

福祉事務所の実習を希望する学生は「福祉行

政全般を見たい」ということを理由にあげる学

生が多い。現に実習内容は、生活保護、障害

者、高齢者、児童を担当する福祉事務所各課を

回り、行政全般を概観させていただくというの

が一般的であり、学生の望むところと一致して

いるともいえる。

福祉事務所での実習受け入れは、他施設・機

関と同様に難しくなってきており、180時間の

実習をさせてもらえる所の方が多数ではある

が、90時間の実習も増えつつある。その場合

は短縮され、より表面的な実習になるといえ

る。

我々の作成した実習モデルは、福祉事務所全

般の業務を把握した上で、生活保護業務に焦点

をあてて実習を行うものである。前半を福祉事

務所業務全体の実習にあて、後半を生活保護業

務にあてている。福祉事務所の業務の中核は生

活保護であり、生活保護業務の実習において、

被保護者の受理から自立にいたる支援のプロセ

スを学び、ソーシャルワークの実際の場面を見

ることができる。事務作業や、金銭給付の実際

を含め、面接や訪問、その記録の書き方、ケー

ス・カンファレンスへの出席などを項目にあげ

ている。そこでの知識・技術の習得、自立支援

に向けての信頼関係の築き方を学ぶことが目標

である。また、被保護者が多様な問題を抱えて

いることや、そのため多くの関連分野にわたる

表 3 社会福祉士実習モデル《福祉事務所》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

事前学習 福祉事務所の業務の根拠となる法律
の理解

◎関連する法律の概要について理解する 社会福祉法、福祉六
法、精神保健福祉法、
介護保険法

自治体の特徴の理解 ◎自治体の施策、サービスの現状やその背景となる特徴
を理解する

人口動態、産業特性、
行政の重点施策、住民
意識、福祉サービス機
関、施設、その他の関
係機関・団体

利用者の支援に関する基本的知識お
よび技術の習得

◎援助技術関連科目の復習をする
◎ソーシャルワークの価値について理解する
◎ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理
解する
◎権利擁護について学ぶ
◎実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ

実習テーマ・課題の明確化
実習に臨むにあたっての基本的姿勢
・態度の涵養

◎実習計画書を作成する
◎目標や課題を明確にし、実習の心構えをもつ
◎実習生として求められるマナーを身につける（挨拶、
服装、言葉遣い、時間厳守）

事前オリエンテーショ
ン

実習目的の明確化・共有化
機関概要および運営方針の把握

◎実習計画書を検討する
◎実習プログラムについて検討する
◎機関の概要・運営方針の説明を受ける

実習機関の指導者と実
習生の二者で行う 可
能であれば指導教員が
参加
学生の希望や準備状況
を考慮して決定
受け入れ機関の業務に
支障のないよう配慮
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前

期

オリエンテーション 福祉事務所の概要の理解 ◎組織や職員の業務、執務規則などを学ぶ 例規集を参考にする

実習生として守るべき事項の理解
実習中の留意事項の把握

◎実習指導体制および実習生の心構えや留意事項につい
て学ぶ

毎日の指導者とのミー
ティングや実習日誌の
提出、実習生の規則、
手続き、マナー

講義 自治体および行政についての学習 ○自治体の組織機構、財政状況、自治体の福祉施策の特
徴を学ぶ

福祉関連プランについての理解 ○老人保健福祉計画、障害者計画、エンゼルプラン、地
域福祉計画を学ぶ

社会福祉法、福祉六法関連の業務の
理解

◎各課の業務の内容と職員の業務の実際を学ぶ
○職員の職種、資格、業務について知る
○利用者の持つ問題の全容を統計的に把握するとともに
その実際について知る
障害者福祉
生活保護
児童福祉、母子および寡婦福祉
民生委員・主任児童委員

福祉の資格制度につい
て目的・意義等を学習
しておく

中

期

職員の業務に同行し、
あるいは関連施設を見
学

社会福祉法、福祉六法関連の業務の
実際について把握

◎老人福祉施設見学
△介護保険調査に同行
△介護認定審査会に参加
◎障害者施設見学
○支援費の訪問調査に同行
○家庭児童相談室、子育て施設の見学

施設等の職員の業種お
よび資格について学習
しておく

地域の連絡会議に出席 地域の連携のあり方について学習 △地域の連絡会議に出席

△ケアマネジメントの意義を学び、ケアプラン作成会議
に出席

機関連携の会議がどの
ようなメンバーで構成
されているのか把握し
ておく

巡回指導（以後随時） 課題達成度の確認
実習計画の再検討・軌道修正
実習態度の評価

◎課題達成度について話し合う
◎必要に応じて実習計画書の見直しを行う
◎三者のそれぞれの評価をふまえ、今後の実習のあり方
を検討する

実習施設の実習担当
者、実習指導教員、実
習生の三者で行う。
積極性、対人態度、身
体的・心理的問題の有
無

後

期

生活保護業務の実際を
体験

市民からの相談とその対応について
の理解

生活保護を適用し自立を支援する過
程の理解

◎ケース記録やその他の資料を読む

△職員の業務に同席し、あるいは指導を受けながら実際
に業務を行う

これ以後は特定の指導
者による継続的な指導
を受ける

援助技術の習得
社会資源の活用の理解
所内の連携や関連機関団体との連携
について把握

受理相談の方法の理解
記録の書き方の習得
保護決定の過程の理解
保護費支給の実際を把握
家庭訪問の方法の理解
自立支援の方法の理解
入所者・入院者の生活実態及び、そ
の中でのニードの理解

△受理相談に同席する
△面接記録を作成する
◎保護決定に必要な手続き書類や資料を読む
◎保護費支給の実際を学ぶ
◎家庭訪問に同行し、面接に立ち会う
○訪問記録を作成する
◎被保護者の利用施設・医療機関の訪問に同行し、面接
に立ち会う
○訪問記録を作成する

支援計画の作成

スーパービジョンについての理解
所内のケースカンファレンスについ
ての理解

地域の連携の把握

△特定の事例について集中的に学び、主体的に支援計画
を立てる
△事例についてスーパービジョンを受ける
○事例についてのケースカンファレンスに出席する
◎ケースを通して具体的な連携を学ぶ

実習のまとめ 実習の最後のふりかえり ◎実習の自己評価を行い、指導者の講評を受ける

実
習
後

事後指導 課題達成度の点検

実習体験の言語化

◎実習先からの評価を踏まえて実習全体をふりかえり、
実習指導教員と話し合う
◎実習の成果を検討し、今後の課題について確認する
◎自己の成長と自己覚知について検証する
◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告
をきくことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき実習項目 ○達成することがのぞましい実習項目 △できれば達成に努力する実習項目

遠塚谷冨美子他：社会福祉実習教育モデルについて

─３０１─



表 4 社会福祉士実習モデル《社会福祉協議会》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

事前学習 地域福祉に関する基本的知識の習得 ◎地域福祉に関する基本的知識を習得する

社会福祉協議会の概要および社会福
祉協議会に関する基本的知識の習得

○社会福祉協議会に関する基本的知識を習得する

職員の職種および業務内容の把握 ○職員や業務内容について理解する

地域の特性を理解する ◎人口構造、産業構造、地理的特性、文化的特性、住民
意識など地域特性を理解する

社会資源の把握 ◎市町村の概要を把握する。専門職、民生（児童）委
員、ボランティア、当事者組織などの人的資源、また行
政機関、社会福祉施設、在宅福祉サービスなどの物的資
源について理解する

利用者支援に関する基本的知識およ
び技術の習得

◎援助技術関連科目の復習をする
◎ソーシャルワークの価値について理解する
◎ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理
解する
◎権利擁護について学ぶ
○ケアワークに関する基本的知識および技術を習得する
◎実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ

地域住民のニーズの理解 ◎既存の関係資料から、1人暮らし高齢者、寝たきり高
齢者、認知症高齢者あるいは高齢者夫婦世帯、母子家
庭、障害者等要援助者の状況を数量的に把握する
△当事者組織・ボランティア・地域住民にインタビュー
を行い、内容をレポートにまとめ、その地域においてど
のようなニーズがあるのかを把握する

実習のテーマ・課題の明確化
実習に臨むにあたっての基本的姿勢
・態度の涵養

◎実習計画書を作成する
◎目標や課題を明確にし、実習の心構えをもつ
◎実習生として求められるマナーを身につける（挨拶、
服装、言葉遣い、時間厳守）

事前オリエンテーショ
ン

実習目的の明確化・共有化
社会福祉協議会の概要および運営方
針の把握
実習中の留意事項の把握

◎実習計画書を検討する
◎実習プログラムについて検討する
◎社会福祉協議会の概要・運営方針の説明を受ける
◎実習にあたっての留意事項の説明を受ける

実習施設の実習担当者
と実習生の二者で行う。
可能であれば実習指導
教員も含め三者で。

実

習

前

期

社協組織に関する講義
受講・関連資料の調査
・理事会・評議会出席

社協の組織の理解 ◎社協の歴史や法規定等に関する概要を理解する。ここ
では社協のミッション、性格、活動原則、機能等に関す
る理解を深める

社協財源に関する講義
受講・関連資料の調査

社協の財源の理解 ○収入・支出や財務、共同募金に関する理解をする
補助金、委託費、自主財源、会費、善意銀行、福祉基
金、共同募金、介護保険

社協の事業内容・活動
内容に関する講義受講
・関連資料の調査
各種会議・事業への出
席・観察

社協の事業内容・活動内容の理解 ◎各種会議、研修会、在宅福祉サービス、調査・広報活
動等に参加し、それぞれの事業や活動が誰を対象に、何
を目的としてどのような内容で行われているかを学ぶ。
また事業の企画に関わるなど打ち合わせ会議等にも参加
する
○ふれあいのまちづくり事業－相談業務観察
◎地域福祉権利擁護事業－家庭訪問面接への同行、相談
記録の閲覧
◎小地域ネットワーク活動－ふれあいいきいきサロンへ
の出席・観察、見守り安否確認への同行・観察
◎ボランティアセンター
・ボランティアコーディネートの実際を観察、ボラン
ティア講座等の模擬企画、各種会議への出席・観察、ボ
ランティアによる配食活動等にも同行・観察、福祉教育
プログラムへの参加、学校・地域と連携した福祉教育プ
ログラムの模擬企画
◎イベント、行事－福祉まつり、福祉大会の意義や企画
準備過程についての説明を受け、参加観察
△地域包括支援センター等の介護保険事業
△老人デイサービスセンター
◎広報活動－広報誌の意義や広報誌づくりの方法に関す
る説明を受け、模擬作成

家庭訪問面接同行・在
宅福祉サービス（友愛
訪問、給食サービス、
ホームヘルプサービ
ス）同行
ケース記録閲覧

福祉サービスの実際を理解・福祉サ
ービスを必要とする住民の実態およ
びニーズの把握

◎福祉サービスに関わる専門職員や民生委員等に同行
し、実際のサービスの状況を個別・客観的に把握する。
そのうえで誰がどのような方法でサービスを提供し、援
助者の生活がどのように支えられているのかを考察する

巡回指導（以後随時） 課題達成度の確認
実習計画の再検討・軌道修正
実習態度の評価

◎課題の達成度について話し合う
◎必要に応じて実習計画書の見直しを行う
◎実習態度を三者で評価する

実習施設の実習担当
者、実習指導教員、実
習生の三者で行う。
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知識が必要であることを認識し、他機関・他職

種との連携の実際を体験することができる。

ほとんどの福祉事務所では事例記録の閲覧が

許され、職員の家庭訪問に同行し、面接の場に

も同席するなど、実際業務を体験させてもらえ

る。その意欲があれば、一人の人やその家族の

全体像を理解でき、その支援のあり方を長い時

間軸の中で把握できる機会が与えられる。

もっとも望ましいことは、特定の事例を集中

的に学び、学生が支援計画を立て、実習指導者

のスーパーバイズを受けられることである。そ

のため、このモデルは 180時間の長期実習が前

提とされている。

しかし福祉事務所は、昨今の保護人口の激増

のため多忙を極め、また、職員が専門職として

採用されている場合はまれであり、実習受け入

れ体制に困難を指摘されることも多い。そのた

め特定の事例を深く学ぶということは、現状で

は「できれば達成に努力する項目」であり、容

易には達成できない課題となっている。しか

し、このモデルでは実習の方向性を示すことが

重要と考える。

我々は、現実条件とのギャップを認識しつつ

も、大学での事前・事後学習を強化することで

配属実習の困難点を補い、現場と大学との連携

に力点を置いて、実習の成果を上げることを期

待している。

実

習

中

期

社協と他施設・機関と
の関係および連携に関
する講義
会議臨席

社協と他施設・機関との関係および
連携の理解

◎他施設・機関（福祉事務所や社会福祉施設）が同席す
る会議に臨席し、社協が他施設・機関とどのような関係
にあるのか、また、どのように連携しているのかを学ぶ

地域福祉活動計画に関
する講義（目的、意
義、策定過程、住民調
査結果）
社会調査法に関する講
義
地域福祉活動計画にお
ける住民調査結果の考
察

地域福祉活動計画の理解 ◎地域福祉活動計画の目的や意義、どのような過程を経
て策定されたかを学ぶ。また、計画策定に先だって行わ
れた住民調査の目的や方法等社会調査に関する理解を深
める

職員の職種と業務内容
に関する講義受講・関
連資料の調査
各種事業・活動への参
加
講座・講演会・会議臨席

職員の職種と業務内容の理解 △講義や資料、職員が実際に働く現場を見て社協の職員
の職種とそれぞれの業務内容を学ぶ。また、実際に業務
を体験し、理解を深める

職員のチームワーク体
制に関する講義受講・
関連資料の調査
各種事業・活動への参
加
講座・講演会・会議臨席

社協で働く職員のチームワーク体制
の理解

○社協の職員がどのようにチームワーク体制をとってい
るかを理解する

実
習
後
期

地域援助計画に関する
講義
ケースカンファレンス
出席
地域援助計画作成

地域援助計画を作成する能力を身に
つける

○講義で地域援助計画について理解し、ケースカンファ
レンス出席によりケースの検討方法について学び、地域
援助計画の模擬作成を行う

イベント企画会議出席
企画書閲覧
企画書作成

イベント（プログラム）を企画する
能力を身につける

○イベント企画会議に出席し、起案から実施までの流れ
を把握する。また、企画書を閲覧し、どのような企画が
どのように行われてきたかを学び、実際に企画書を作成
する

イベント（プログラ
ム）実行
報告書作成

イベント（プログラム）を実施する
能力を身につける

◎参加者にイベントの主旨等わかりやすく説明する能力
を身につける。また、スタッフと協同してイベント（プ
ログラム）をやり遂げる

実
習
後

事後学習 課題達成度の点検
実習体験の言語化

◎実習先からの評価を踏まえて実習全体をふりかえり、
実習指導教員と話し合う
◎実習の成果について検討し、今後の課題について確認
する
◎自己の成長と自己覚知について検証する
◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告
を聞くことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき項目 ○達成することが望ましい項目 △できれば達成に努力する項目
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（4）社会福祉協議会（表 4）

実習モデル作成については、地元の社会福祉

協議会に参加していただき、さらに実際の実習

生にモデルを用いて実習指導をしていただい

た。

まず、実習前の段階のプログラム内容につい

ては、実習生のやる気と実習指導教員の取り組

みによって課題の達成は可能である。ただ実習

指導教員が多くの実習生を担当する場合には、

実習生の事前学習が十分に行われているかの確

認が行き届かない場合がでてくるであろう。

実習前期は、これまでの実習生が異口同音に

語っているように、実習環境に「慣れる」こと

にエネルギーが費やされる時期である。緊張か

ら柔軟な思考が発揮されにくい時期でもある。

それだけにプログラムにある「社協の歴史や法

規定等に関する理解」「活動原則、機能等に関

する理解」については、基本事項として事前学

習でも可能な限り準備をしておけば、担当者の

説明に対する理解がかなり深まるものと思われ

る。

実習中期は、いよいよ自分が設定した「実習

課題」に基づき、課題を達成していく時期に入

る。それまでの時期は、実習環境に慣れるのに

精一杯であったかもしれないが、これからは、

その環境に対して、疑問や質問もわいてくるで

あろう。社協の組織やサービスのシステムにつ

いて、なぜそのようになっているのか分析した

り考察することも少しずつできるようになる。

またこれまでの実習を振り返り、巡回教員と体

験を言語化し、課題達成に向けて取り組みの仕

切りなおしをする時期でもある。

社会福祉協議会活動の特徴として、地域の

人々との連携・協力の重要性がある。職員の方

表 5 社会福祉士実習モデル《障害者施設（身体障害者・知的障害者施設）》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

事前学習 障害者福祉に関する基本的知識の習得
施設の概要および施設に関する基本的知
識の習得
職員の職種および業務内容の把握
社会資源の把握
利用者支援に関する基本的知識および技
術の習得
実習のテーマ・課題の明確化
実習に臨むにあたっての基本的姿勢・態
度の涵養

◎障害に関する基本的知識を習得する
◎関連する法制度に関する基本的知識を習得する
○実習施設に関する基本的知識を習得する
○職員や業務内容について理解する
△地域における関連施設・機関やボランティアを把握する
◎援助技術関連科目の復習をする
◎ソーシャルワークの価値について理解する
◎ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理
解する
◎権利擁護について学ぶ
○ケアワークに関する基本的知識および技術を習得する
◎実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ
◎実習計画書を作成する
◎目標や課題を明確にし、実習の心構えをもつ
◎実習生として求められるマナーを身につける（挨拶、
服装、言葉遣い、時間厳守）

事前学習の成果をレポ
ートにまとめ、実習施
設に事前に送付する
か、オリエンテーショ
ンに持参する。
特に面接技法について

事前オリエンテー
ション

実習目的の明確化・共有化
施設概要および運営方針の把握
実習中の留意事項の把握
施設の雰囲気の把握

◎実習計画書を検討する
◎実習プログラムについて検討する
◎施設の概要・運営方針の説明を受ける
◎実習にあたっての留意事項の説明を受ける
◎施設見学を行う

実習施設の実習担当者
と実習生の二者で行
う。可能であれば実習
指導教員も含め三者
で。

実

習

前

期

オリエンテーション 実習中の留意事項の把握 ◎実習にあたっての留意事項を再確認する

日課の把握 日課の把握・施設の一日の流れの把握 ◎日課について説明を受ける
◎日課に参加する

前期中に達成すること
が望ましいが、できな
ければ以後継続

利用者に対する理
解と支援

利用者理解・施設の業務内容の理解・介
助技術の習得

◎利用者一人ひとりの障害特性について説明を受ける
◎利用者一人ひとりに合った方法でとコミュニケーショ
ンをとる
◎利用者一人ひとりに合った方法で介助（トイレ、移
乗、食事、入浴、着脱、整容など）を行う
◎職員の動きや利用者の様子を観察する
◎作業、レクリエーションなど日中活動に参加する
◎作業、レクリエーションなど日中活動の意義について
考察する

以後継続

巡回指導（以後随
時）

課題達成度の確認
実習計画の再検討・軌道修正
実習態度の評価

◎課題の達成度について話し合う
◎必要に応じて実習計画書の見直しを行う
◎実習態度を三者で評価する

実習施設の実習担当
者、実習指導教員、実
習生の三者で行う。
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実

習

中

期

日課の把握 日課の把握・施設の一日の流れの把握 ◎日課について説明を受ける
◎日課に参加する

前期から継続

利用者に対する理
解と支援

利用者理解・施設の業務内容の理解・介
助技術の習得

◎利用者一人ひとりの障害特性について説明を受ける
◎利用者一人ひとりに合った方法でとコミュニケーショ
ンをとる
◎利用者一人ひとりに合った方法で介助（トイレ、移
乗、食事、入浴、着脱、整容など）を行う
◎職員の動きや利用者の様子を観察する
◎作業、レクリエーションなど日中活動に参加する
◎作業、レクリエーションなど日中活動の意義について
考察する

前期から継続

関連施設・機関に
関する理解

福祉事務所や更生相談所など関連施設・
機関との連携の理解

○講義から関連施設・機関との連携について理解する
○資料から関連施設・機関との連携について理解する

地域における役割
に関する理解

地域における施設の役割の理解 ○講義から地域における役割について理解する
○資料から地域における役割について理解する

職種間の理解 他職種の業務内容の理解・他職種との連
携の理解

○他職種（看護師・栄養士・調理師など）による講義か
ら業務内容や連携のあり方について理解する
△他職種（看護師・栄養士・調理師など）体験を通して
業務内容や連携のあり方について理解する
○施設で働く職員のチームワークについて理解する

以後継続

ケースカンファレ
ンス臨席

利用者支援検討方法の理解・会議の運営
方法の理解

○ケースカンファレンスに臨席し、施設においてどのよ
うに利用者支援について検討しているのか理解する
○ケースカンファレンスに臨席し、会議の運営の実際に
ついて理解する
○ケースカンファレンスについて説明を受け、施設にお
いてどのように利用者支援について検討しているのか理
解する

面接事前オリエン
テーション

ケースの理解
面接時の注意事項の理解

○ケース記録を閲覧し、利用者理解に努める
○ケースについての説明を受け、利用者理解に努める
○面接時の注意事項の説明を受ける

面接が実施できない場
合は、ケース記録の閲
覧や実習担当者からの
説明、利用者とのコミ
ュニケーションなどに
より情報を収集し、後
期の支援計画の作成に
つなげる。

面接 面接技術の習得・面接記録の書き方の習
得・ニーズの把握

○面接を行う
○面接内容の整理をし、記録を作成する

面接後のスーパー
ビジョン

面接技術の習得・面接記録の書き方の習
得・ニーズの把握

○面接記録をもとに指導を受ける
○面接技法について評価を行う

実

習

後

期

利用者に対する理
解と支援

利用者理解・施設の業務内容の理解・介
助技術の習得

◎利用者一人ひとりの障害特性について説明を受ける
◎利用者一人ひとりに合った方法でとコミュニケーショ
ンをとる
◎利用者一人ひとりに合った方法で介助（トイレ、移
乗、食事、入浴、着脱、整容など）を行う
◎職員の動きや利用者の様子を観察する
◎作業、レクリエーションなど日中活動に参加する
◎作業、レクリエーションなど日中活動の意義について
考察する

前期から継続

職種間の理解 他職種の業務内容の理解・他職種との連
携の理解

○他職種（看護師・栄養士・調理師など）による講義か
ら業務内容や連携のあり方について理解する
△他職種（看護師・栄養士・調理師など）体験を通して
業務内容や連携のあり方について理解する
○施設で働く職員のチームワークについて理解する

中期から継続

支援計画の作成 アセスメント技術の習得
支援計画作成技術の習得

◎アセスメントシートを完成させる
◎アセスメントシートをもとに指導を受ける
◎支援計画を作成する
◎支援計画をもとに指導を受ける
◎どのような視点が足りなかったか、支援計画を作成す
るにあたり不足していた知識は何かなど、アセスメント
および支援計画について評価を行う

面接が実施できなかっ
た場合でも支援計画を
作成してみる。支援計
画の作成は実習施設の
様式で行い、実習施設
で作成した支援計画と
照らし合せて指導を受
ける。なお、後期の初
期に支援計画を作成で
きた場合は、内容を考
慮し、可能であれば実
施してみる。

反省会 課題達成度の確認
今後重点的に学習すべき点の理解

◎課題の達成度について話し合う
◎今後の課題について考える

実習施設の実習担当者
と実習生の二者で行
う。可能であれば実習
指導教員も含め三者
で。

実
習
後

事後学習 課題達成度の点検
実習体験の言語化

◎実習先からの評価を踏まえて実習全体をふりかえり、
実習指導教員と話し合う
◎実習の成果について検討し、今後の課題について確認
する
◎自己の成長と自己覚知について検証する
◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告
を聞くことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき項目 ○達成することが望ましい項目 △できれば達成に努力する項目
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と共に利用者宅への同行訪問を通して、地域に

おける諸問題に触れることができる。実習中期

から実習後期には、地域における社協の位置づ

けを学ぶためにも、地域住民やボランティアの

人々との交流を深め、どのように連携が行われ

ているのかなど社協を外から見る視点も重要で

ある。

最近では、地域におけるイベント活動や市民

祭りなどが活発に行われている。企画段階から

参加し、準備や運営、当日の進行なども体験さ

せていただくと、市民の目線で地域や社協を理

解することができ、生きた勉強ができるのでは

と期待している。

（5）障害者施設（身体障害者・知的障害者施

設）（表 5）

支援費制度において、利用者一人ひとりの個

別支援計画作成が義務づけられている。そこ

で、本モデルにおいても支援計画の作成を最終

課題に位置づけている。この課題達成にむけ

て、面接およびアセスメントの実施を盛り込ん

だ。

本モデルでは実習時期を実習前、実習前期、

実習中期、実習後期、実習後に分けている。た

だし、この流れは固定化したものではなく、施

設の予定等に合わせて柔軟にとらえられるもの

である。

まず実習前は障害者施設で実習するにあた

り、基本的な知識および技術の習得に努める。

実習前期では、障害者施設における実習の基

本となるプログラムに取り組む。「日課の把握」

は前期にクリアすることが望ましいが、クリア

できなければ以後継続する。「利用者に対する

理解と支援」は前期のみならず中期、後期と継

続するプログラムである。また、利用者とかか

わることを通して障害の理解と障害者理解を深

めたり、障害特性を踏まえた利用者とのコミュ

ニケーション方法を学んだりすることは、実習

全体における課題である。

実習中期は実習前期のプログラムに加え、

「関連施設・機関に関する理解」「地域における

役割に関する理解」「職種間の理解」を通し

て、地域における役割も含めた実習施設の機

能、実習施設と他施設・機関との連携の実際、

および他職種との連携の実際等について、より

広い視野で学ぶ機会を想定している。そして巡

回指導及び面接事前オリエンテーションで面接

指導を行った後、面接を行う。

表 6 社会福祉士実習モデル《特別養護老人ホーム》

時期 プログラム ね ら い 実習内容
実習形式

全般 施設 在宅

実

習

前

事前学習 ・高齢者福祉に関する基本的知識の習
得
・施設の概要および施設に関する基本
的知識の習得
・職員の職種および業務内容の把握
・社会資源の把握

・利用者支援に関する基本的知識およ
び技術の習得

・実習のテーマ・課題の明確化

・実習に臨むにあたっての基本的姿勢
・態度の涵養

介護保険制度や支援費制度、その他の法制度に関する基本的知
識を習得する ◎ ◎ ◎

実習施設および関連施設、社会資源の基本的知識（実習施設と
の連携・調整）を習得する ◎ ◎ ◎

職員や業務内容について理解する ◎ ◎ ◎

地域における関連施設・機関やボランティアを把握する ◎ ◎ ◎

社会福祉援助技術関連科目の内容を復習する ◎ ◎ ◎

ソーシャルワークの価値について理解する ◎ ◎ ◎

ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理解する ◎ ◎ ◎

実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ ◎ ◎ ◎

現場体験を行い資格を取得する（ボランティア、ホームヘルパ
ー養成講座、福祉住環境コーディネーター取得） ◎ ◎ ◎

具体的な実習課題を設定し、実習計画書を作成する ◎ ◎ ◎

目標や課題を明確にし、実習の心構えを持つ ◎ ◎ ◎

実習生として求められるマナーを身につける（挨拶、服装、言
葉遣い、時間厳守） ◎ ◎ ◎

事前オリエンテーシ
ョン（二者面談） ・実習目的の明確化・共有化

・施設概要および運営方針の把握
・実習中の留意事項の把握

実習計画書を検討し、より具体的な実習課題を再設定する ◎ ◎ ◎

施設の概要・運営方針の説明を受ける（施設見学） ◎ ◎ ◎

実習にあたっての留意事項の説明を受ける（施設見学） ◎ ◎ ◎
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実

習

前

期

利用者に対する理解
と援助

・施設の流れに関する把握
・利用者理解、介護業務やコミュニケ
ーション技術、レクリエーション活動
の習得

介護業務とその意義を理解する（観察、食事、入浴、着脱、整
容、排泄、移乗・移動、環境整備） ◎ ◎ ◎

利用者とのコミュニケーション技術を習得する（利用者の生活
の流れの把握、利用者のニーズを知る） ◎ ◎ ◎

利用者の生活歴・入所経緯と家族関係の把握（ケース記録閲
覧）から利用者への理解を深める ○ ○ ○

利用者とのクラブ活動・レクリエーション活動への参加と自ら
も計画し、実施する ○ ○ ○

職員の業務内容に関
連する専門性の理解 ・職員に必要な専門性に関する理解 関連職種・機関との連携、利用者の心身的・社会的特性、要介

護度と認知症への理解を深める ◎ ◎ ◎

入所選考会議の理解

・入所選考会議や入所申込、契約手続
を通して、利用者の入所に至るまでの
流れに関する把握

特養入所優先基準とその選考作業に関するプロセスの理解を深
める（説明のみ） ◎

特養入所優先基準とその選考作業に関するプロセスの理解を深
める（臨席） ○

入所申込と契約手続
の理解

契約条項、重要事項説明書に関する理解を深める ◎

実際の入所申込・契約手続に臨席する △

利用者への援助計画
（ケアプラン）作成

・アセスメントを通して、利用者の援
助計画作成に関する習得

入所前訪問への同行からアセスメント、アプローチの理解を深
める △

利用者・家族との入所前訪問・入所時面接への臨席からアセス
メント、アプローチの理解を深める △

コミュニケーション・ケース記録・ケースカンファレンス等を
通して、援助計画作成と講評を受ける ○

夜間帯の職員の業務
理解 ・夜間帯の施設の流れに関する把握 夜間帯特有の職員の業務理解と利用者への対応の理解を深める ○ ○ ○

医療・看護業務内容
への理解

・施設内における関連専門職の業務内
容に関する理解

看護師による説明（健康管理、投薬管理、ケアプラン、ターミ
ナルケア、医療機関との連携）を受ける ◎ ◎ ◎

通院の付き添いに同行する ○ ○ ○

リハビリ業務内容へ
の理解

リハビリテーション全般、自立支援、ケアプランに関する説明
を受ける ○ ○ ○

栄養・調理業務内容
への理解

栄養管理、献立の工夫、行事食に関する説明を受ける ○ ○ ○

利用者への配慮（治療食、食材形態、アレルギー）等に関する
説明を受ける ○ ○ ○

厨房見学、給食会議に臨席する △

ケースカンファレン
スの理解

・ケースカンファレンスの意義と流れ
に関する理解

利用者の生活課題、関連職種・機関、社会資源の活用に関する
理解を深める（説明のみ） ◎ ◎

利用者の生活課題、関連職種・機関、社会資源の活用に関する
理解を深める（臨席） ○ ○

ケース記録の理解と記録方法の理解（ケース記録閲覧）を深める ○ ○

利用者の物品、預貯
金管理への業務理解 ・利用者の生活支援に関する理解 利用者の物品・預貯金管理に関する取り扱いの理解を深める ○

介護保険の代行申請
手続への理解

・介護保険申請手続の流れに関する把
握

利用者の介護保険代行申請手続に関する理解を深める ○ ○ ○

各種会議の理解 ・各種会議の意義に関する理解 感染対策委員会、転倒予防委員会、行事委員会等の施設内各種
会議に臨席する △

家族会への業務理解
（実施施設のみ） ・施設と家族との関係に関する理解 家族会の企画立案・運営・実施等の補助業務に携わると共に、

家族会の意義について理解する △

施設発行の広報誌へ
の業務理解 ・広報誌の意義に関する理解 広報誌の作成の補助業務に携わると共に、広報誌の意義につい

て理解する ○

巡回指導（三者面
談）（以後随時）

・実習態度の評価
・課題達成度の確認と実習計画書の検
討

実習生・実習担当者・実習指導教員それぞれの評価をふまえ、
今後の実習への臨み方を確認する ◎ ◎ ◎

実
習
中
期

在宅高齢者に対する
理解と援助（1）
－デイサービス、シ
ョートステイにおけ
る業務理解－

・デイサービス、ショートステイ、ホ
ームヘルプサービスの業務内容に関す
る理解
・各種サービスにおける利用目的、生
活の流れ、ニーズを通して、利用者の
援助内容に関する理解

併設施設（デイサービス、ショートステイ）の業務について理
解を深める ◎ ◎ ◎

介護業務とその意義を理解する（観察、食事、入浴、着脱、整
容、排泄、移乗・移動、環境整備） ◎ ◎ ◎

利用者とのコミュニケーション技術を習得する（利用者の生活
の流れの把握、利用者のニーズを知る） ◎ ◎ ◎

利用者の生活歴・利用経緯と家族関係の把握（ケース記録閲
覧）から利用者への理解を深める ○ ○ ○

利用者とのクラブ活動・レクリエーション活動への参加と自ら
も計画し、実施する ◎ ◎ ◎

在宅高齢者に対する
理解と援助（2）
－ホームヘルプサー
ビスにおける業務理
解－

併設施設（ホームヘルプサービス）の業務について理解を深める ◎ ◎ ◎

利用者の生活歴・利用経緯と家族関係の把握（ケース記録閲
覧）から利用者への理解を深める ○ ○

ホームヘルパーと利用者宅への訪問に同行する ○ ○
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実習後期は実習の最終段階に入り、実習の総

まとめとして支援計画を作成するが、事前に十

分アセスメントを行い、支援計画の作成につな

げる。

実習後は実習のふりかえりを行う。実習施設

の評価と自己評価を照らし合せて実習の成果に

ついて検討し、実習体験を言語化することによ

り自分の実習内容を多面的に理解する。

障害者施設の実習モデルには、以下の二点の

課題がある。まず、障害種別ごとの特性を十分

考慮できなかった点である。障害者施設には多

くの種別があり、そのすべてを網羅することを

実

習

中

期

在宅高齢者に対する
理解と援助（3）
－在宅介護支援セン
ターにおける業務理
解－

・在宅介護支援センターの業務内容に
関する理解
・関連機関との連携のあり方に関する
理解と考察
・地域における施設のあり方に関する
理解と考察

併設施設（在宅介護支援センター）の業務について理解を深め
る ◎ ◎ ◎

福祉用具・住宅改修に関する知識・制度と相談に関する理解を
深める ◎ ◎ ◎

ソーシャルワーカーと利用者宅への訪問に同行する（援助技術
の習得、利用者と家族のニーズを知る） ○ ○

介護保険の代行申請手続に関する理解を深める ○ ○

利用者宅訪問・面接と実態把握書類作成及び介護予防プランの
作成に関する理解を深める ○

家族介護教室、介護予防教室のプログラムに関する企画立案・
運営・実施・報告書作成に携わる ○

社協・地域住民主体の会合（ふれあいお食事会やいきいきサロ
ン、老人会等）に参加する ○

地域ケア会議（地域の各社会資源間における連携、情報交換、
援助の質に関する向上）に臨席する ○ ○ ○

在宅介護支援センター連絡会議に臨席する ○

在宅高齢者に対する
理解と援助（4）
－居宅介護支援事業
所における業務理解
－ ・居宅介護支援事業所およびケアマネ

ージャーの業務内容に関する理解
・実際の事例を通して、ケアプラン作
成とそれに対する理解

併設施設（居宅介護支援事業所）の業務について理解を深める ◎ ◎ ◎

ケアマネージャーと利用者宅への訪問に同行する（援助技術の
習得、利用者と家族のニーズを知る） ○ ○

利用者宅訪問や関連施設・機関との調整を通して、ケアプラン
作成の理解を深める ◎ ◎

利用者宅訪問や関連施設・機関との調整を通して、ケアプラン
作成と講評を受ける △

ケアマネージャーと施設、病院への訪問（利用者、職員との面
接）に同行する △

サービス担当者会議に臨席する ○

居宅介護支援事業所連絡会議あるいは研修会に臨席する ○

配食サービスへの同
行（実施施設のみ）

・配食サービスの意義と流れに関する
理解

独居・高齢者世帯への食事の配達補助と安否確認の理解を深め
る ◎ ◎ ◎

法人内の関連施設の
理解 ・関連施設の機能、連携に関する理解 軽費老人ホーム、グループホーム、老人保健施設、医療機関等

の機能、連携について理解を深める ○ ○ ○

利用者（施設・在
宅）の認定調査への
理解

・認定調査の流れに関する把握
介護保険における認定調査内容とその実施の理解を深める

○ ○ ○

調査・分析・報告 ・利用者の QOL に関する考察 利用者の嗜好調査等（質問紙作成、集計・分析、施設へのフィ
ードバック）を実施する △ △ △

実習の中間評価（二
者面談） ・残された課題の抽出と共有化 実習生と実習担当者の間で残された課題（テーマ）について話

し合って抽出し、実習後期に備える ◎ ◎ ◎

実
習
後
期

残された課題（テー
マ）に対する理解 ・残された課題への取り組み 残された課題について重点的に理解を深める ◎ ◎ ◎

反省会（二者面談）
※可能ならば三者面
談

・課題達成度の確認
・事後学習の進め方に関する理解

課題の達成度について話し合い、実習終結に向けての確認を行
う ◎ ◎ ◎

課題を達成できなかった部分について把握し、今後の課題解決
について考える ◎ ◎ ◎

実
習
後

事後学習

・課題達成度の点検
・実習体験の言語化

実習先からの評価をふまえて、実習全体をふりかえり、実習指
導教員と話し合う ◎ ◎ ◎

実習の成果について検討し、今後の課題について確認する ◎ ◎ ◎

自己の成長と自己覚知について検証する ◎ ◎ ◎

実習ノートを見直し、実習報告書を作成する ◎ ◎ ◎

実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告を聴くこ
とにより、自分の実習内容を多面的に理解する ◎ ◎ ◎

◎基本的に達成するべき実習項目 ○達成することが望ましい実習項目 △できれば達成に努力する実習項目
留意事項…原則として、特別養護老人ホームから実習を開始し、その後、併設施設での実習へと移行するが、実習施設の都合によっては、併設施
設からの実習開始も可能である
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想定して作成した。そのため、障害者施設種別

ごとの特性を十分発揮することができず、障害

者施設共通項目に留まってしまい、やや表面的

な内容になってしまった。障害者施設共通項目

と障害種別の特性を踏まえた項目を整理する必

要があろう。

第二は、個別支援計画作成の手順についてで

ある。個別支援計画作成に際し、利用者との面

接を設けているが、作業を主体とした施設で

は、利用者の通常の流れとは異なったプログラ

ムとなるため、やや不自然な観がある。利用者

の日常生活場面でどこまで面接が可能なのか、

という問題もあり、実習生がわずか一月で利用

者のニーズを引き出すには限界がある。

（6）特別養護老人ホーム（表 6・表 7）

社会福祉士としての特別養護老人ホームにお

ける実習の特徴としては、次の二点があげられ

る。第一に、介護福祉士の実習内容と社会福祉

士としての実習内容との境界が曖昧である、第

二に、各実習施設ごとに、その実習内容に大き

な開きがある、という点である。

第一の点についていえば、社会福祉士の資格

を持つ職員の方が一人もいない実習施設では、

実習生に提供する社会福祉士としての実習内容

の最低基準を設定することが困難であるという

理由からも、実績のある介護福祉士の実習に重

ね合わせて実習内容を提供するという現実があ

る。また、第二の点についていえば、その開き

の最大の要因は利用者宅への訪問や利用者・家

族との面接時の臨席が可能であるかどうかとい

う点である。この点については、実習施設ごと

に方針が異なるため、実習生による訪問や臨席

が不可能であれば、180時間の大半が特別養護

老人ホーム実習になる場合が多く、一方で、訪

問や臨席が可能であれば、特別養護老人ホーム

実習に加えて、デイサービスやホームヘルプサ

ービス、在宅介護支援センター、居宅介護支援

事業所などの併設サービスや相談業務に関する

幅広い実習が組み込まれる場合が多い。

一方、実習生の立場からいえば、「高齢者福

祉全般の業務内容を学習・体験する」という漠

然とした実習動機を述べる実習生もいるが、

「施設利用者の介護業務やコミュニケーション

表 7 社会福祉士実習モデル《特別養護老人ホーム》の三類型

社会福祉士実習モデル《特別養護老人ホーム》は、「施設・在宅全般型」「施設重視型」「在宅重視型」
の三類型の実習形式から構成されている。
☆施設・在宅全般型…体験型実習（実習モデルでは、実習形式「全般」を指している）
施設サービスと在宅サービスにおける基本的なメニューで組まれており、学習形式としては「学習す

る」「体験する」が主である。「高齢者福祉の現状を勉強する」「今後、高齢者福祉の道を進むべきかを見
極める」等、高齢者福祉全般の学習を希望する実習生にとっては有効なプログラムであるといえる。
☆施設重視型…実践型実習（実習モデルでは、実習形式「施設」を指している）
施設サービスが重視された内容で組まれており、学習形式としては「学習する」「体験する」に加え

て、「自ら実践する」が含まれている。この型では、実習内容が職員の日頃の業務内容に即しており、実
習生の立場として取り組める内容も可能な限り多彩に盛り込まれている。例えば、利用者・家族との面
接、アセスメントを通して、ケアプラン作成に自ら取り組み、実習担当職員の講評を受ける、等がある。
「卒業後は、高齢者福祉施設・産業関連で相談職や専門職として就職したい」「将来的には、ケアマネージ
ャーとして就職したい」という目的を持つ実習生にとっては有効なプログラムであるといえる。
☆在宅重視型…実践型実習（実習モデルでは、実習形式「在宅」を指している）
在宅サービスが重視された内容で組まれており、学習形式としては「学習する」「体験する」に加え

て、「自ら実践する」が含まれている。この型では、実習内容が各在宅部門における職員の日頃の業務内
容に即しており、実習生の立場として取り組める内容も可能な限り多彩に盛り込まれている。例えば、在
宅介護支援センターでは、利用者・家族との面接を通して、実態把握の作成、介護予防プランの作成、家
族介護教室・介護予防教室のプログラムに関する企画立案・運営・実施・分析・報告書作成などに自ら取
り組み、担当職員の講評を受ける、等がある。「卒業後は、高齢者福祉在宅部門で相談職や専門職として
就職したい」「将来的には、ケアマネージャーとして就職したい」という目的を持つ実習生にとっては有
効なプログラムであるといえる。
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表 8 社会福祉士実習モデル《知的障害児通園施設》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

事前学習 障害者福祉に関する基本的
知識の習得

◎障害に関する基本的知識（知的・肢体）を理解する
◎個別療育プログラムを理解する
○器具器材・教材について理解する

文献・資料及び業者の器具・教材パ
ンフレットを確認する

施設の概要および施設に関
する基本的知識の習得

職員の職種および業務内容
の把握
社会資源の把握
利用者支援に関する基本的
知識および技術の習得

◎知的障害児通園施設の法的位置付けを理解する
◎知的障害児通園施設の制度的役割を理解する

○職員や業務内容について理解する
○地域における関連施設・機関やボランティアを把握する
◎援助技術関連科目の復習をする
◎ソーシャルワークの価値について理解する
◎ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理
解する
◎権利擁護について学ぶ
◎実習日誌や面接記録など、記録のとり方について学ぶ

相互利用制度を知る
社会福祉法・児童福祉法（児童福祉
六法・児童白書）
利用者の実態を確認する
障害児（者）地域療育等支援事業を
知る
援助技術能力を確認する
専門職としての倫理観と視点で捉え
る

実習のテーマ・課題の明確
化

実習に臨むにあたっての基
本的姿勢・態度の涵養

◎実習目的を明確化する

◎実習計画書を作成する

◎必要な文献・資料の検索、収集する
◎実習生として求められるマナーを身につける（挨拶、
服装、言葉遣い、時間厳守）
◎利用者（園児・保護者）との接し方を理解する

実習課題を具体化し、現場の課題事
項をまとめる
具体的にできる課題目標・実習計画
を基本として設定
文献・資料を確認する

事前オリエンテー
ション

実習目的の明確化・共有化
施設概要および運営方針の
把握
実習中の留意事項の把握
施設の雰囲気の把握

◎実習計画書を検討し実習課題を再検討する
◎施設の概要・運営方針の説明を受ける
◎実習にあたっての留意事項の説明を受ける
◎施設見学を行う

計画に基づいたプログラムを確認す
る
実習施設の実習担当者と実習生の二
者で行う。可能であれば実習指導教
員も含め三者で

実

習

前

期

オリエンテーショ
ン
就業規則（実習規
則）・倫理

実習プログラムの確認
実習中の留意事項の把握

◎実習課題の具体的進め方を確認する
◎実習上の留意事項を確認する
◎利用者（園児・保護者）の権利擁護に基づいた援助方
法を学ぶ
◎守秘義務に基づいた行動、記録の取り方を学ぶ

計画に基づき実践する
専門職としての関わりを自覚する
現状と事前学習とを比較検討する

利用者理解

施設の概要を理解

利用者のニーズの把握

沿革・組織・役割・制度上
の理解

◎利用者（園児・保護者）のニーズに対する援助プログ
ラムを学ぶ
○知的・肢体の障害児の特長を学ぶ
◎沿革、目的、役割、制度、組織、他機関との関係を学
ぶ

文献・資料の知識と実態を比較検討
する
相互利用制度・障害児（者）地域療
育等支援事業を理解する

各職種別業務の見
学

職務内容の理解 ○各職種の業務内容と役割を学ぶ
△職種間の連携を学ぶ
△ケースの記録・評価方法を学ぶ

福祉の仕事（オールガイドブック）
ケース会議・IEP 調整会議に参加する
ケース記録・各評価表の内容を理解
する

巡回指導（以後随
時）

実習プログラムの達成度の
確認

◎実習の中間で総合評価し、問題点があれば計画を修正
する
◎今後の実習に対して協議する（二者・三者）

実習プログラム進行状況を確認する
実習に対するモチベーションを高め
る

実
習
中
期

援助計画作成 利用者のニーズの把握 ◎利用者（園児・保護者）のニーズに対する問題点を考
える
○問題点を制度上・実態等と比較する

障害児を持った保護者心理を分析し
援助方法を考える
児童福祉法・市条例等を理解する。

各職種別業務の見
学

業務における問題点の確認 ◎各職種の業務内容についての問題点を考える
◎職種間の連携における問題点を考える
○ケースの記録・評価方法における問題点を考える
△制度上における施設規準等と実態での問題点を考える
△各職種の役割・業務における実態での問題点を考える

各職種の業務を法的に理解する
各職種の連携についての方法を確認
する
記録・評価の方法が適切であるかを
確認する
最低基準で適切な運営がなされてい
るかを確認する
現状の業務を確認する

実

習

後

期

実習指導教員によ
る指導
（巡回または帰校）

援助計画の実践 ◎これまでの実習内容を再確認し、援助計画を作成する
◎残りの実習に対して協議する（二者・三者）

実習プログラムの進行状況と実習内
容について再確認する

援助計画の実践 利用者の問題点の確認 ○利用者の問題点に対する解決策を考える（短期・中期
・長期）
△制度改革を必要とする問題点の解決策を考える

社会福祉援助技術法による援助プラ
ン
各制度・事業を確認して問題点を考
える

各職種別業務の見
学

業務における問題点の確認 ○各職種の業務上における問題点の解決策を考える
△職種間の連携での問題点に対する解決策を考える
△ケースの記録・評価方法での問題点に対する解決策を
考える
△制度上における問題点の解決策を考える
△各職種の役割・業務の問題点に対する解決策を考える

施設長・児童指導員・保育士・事務
員・医師・看護師・作業療法士・理
学療法士・言語聴覚士・臨床心理士
・栄養士・調理員等
解決策を具体的に挙げ実践（模擬的）

�
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を通して、各利用者への援助のあり方について

考察する」「施設と地域との連携のあり方につ

いて学習する」など将来を見据えた具体的な実

習動機をあげる実習生もいる。

以上の点からも、各実習施設の提供可能な実

習内容および各実習生の思いを反映させた実習

内容について検討してみると、画一的な実習内

容を構築することに限界があるといえる。した

がって、各実習施設の実習可能な内容と各実習

生の実習動機を検討した上で、実習内容を作成

する一助として、本モデルが位置づけられるこ

とを目的としている（表 6）。なお、本モデル

は、「施設・在宅全般型」「施設重視型」「在宅

重視型」の三類型の実習形式から構成されてお

り、様々なパターンの実習内容を組み立てやす

くなっているのが最大の特長である（表 7）。

なお、実習前・実習中・実習後の現状と課題

について振り返ると、まず初めに、実習前で

は、実習生、実習担当者、実習指導教員が、三

者間で実習内容について話し合い、実習内容の

方向性を統一させる作業を設定することが困難

であるのが現状である。したがって、今後は、

三者間で実習内容を明確化させ、共有し合える

機会を確保できる手段や流れを確立させること

が課題である。次に、実習中では、実習生は、

点（業務）ばかりに集中してしまい、点と点を

結んだ線（連携）や線と線を結んだ面（総合的

なアプローチやセーフティネット）に視点をお

くことが困難であるのが現状である。したがっ

て、実習中から実習後にかけて、これまでに提

供された実習内容を体系的に観ることを通し

て、社会福祉士としての大切な視点とは何かに

ついて再考することが課題である。そして、最

後に、実習後では、実習生も実習指導教員も実

習施設から提供していただいた実習内容を系統

立てて考えることが困難であるのが現状であ

る。したがって、事後指導の際、実習生の課題

達成可否が視覚的に判明できるようにすること

が今後の課題である。以上のことからも、実習

前・実習中・実習後いずれの課題においても、

本モデルは有効に活用できるものといえる。

（7）知的障害児通園施設（表 8）

知的障害児通園施設の実習モデル作成への取

り組みは、研究会発足 2年目からであり、プロ

グラムの作成には至ったが、現場の実習場面で

の試行については一部分の項目を行なっただけ

で、修正を加え提示をしており、今後も引き続

き実践し検証していくこととしている。

モデル作成にあたって知的障害児通園施設で

は、実習のほとんどを保育士実習が占める点や

職員に保育士が多い点、また他職種、例えば理

実

習

後

援助計画実践の検
討

問題点に対する解決策の効
果を検討

◎利用者（園児・保護者）のニーズと施設側のサービス
の効果を検討する
◎適切なサービスが実施されているか検討する
○保護者の生活の質を向上させることが可能か検討する

実践計画の効果に対して評価し課題
を考える
サービス提供内容に対する満足度を
評価し課題を考える
保護者の家事援助計画に対する効果
を評価し課題を考える

各職種別業務と役
割の再確認

各職種の解決策に対するプ
ランの検討

○各職種の業務内容に対する解決策の効果を検討する
○職種間の連携についての解決策の効果を検討する
△ケースの記録・評価方法についての解決策の効果を検
討する
△制度上の施設規準等と実態での解決策の効果を検討す
る
△各職種の役割・業務の実態での解決策の効果を検討す
る

解決策の効果を評価し課題を考える

�
措置費制度・障害児（者）地域療育
等支援事業の課題を考える

事後学習 課題達成度の点検（実習全
体のふりかえり）

◎実習先からの評価を踏まえて実習をふりかえり、実習
指導教員と話し合う
◎実習の成果について検討し今後の課題について確認す
る
◎自己の成長と自己覚知について検証する

実習体験の言語化（実習報
告会）

◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を報告し、他者の報告
を聞くことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき項目 ○達成することが望ましい項目 △できれば達成に努力する項目

遠塚谷冨美子他：社会福祉実習教育モデルについて
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表 9 精神保健福祉士実習モデル《精神病院》

時期 プログラム ね ら い 具体的内容 備 考

実

習

前

事前学習 精神保健福祉に関する基本的
知識の習得

PSW としての価値観・倫理
観の確立

病院の概要および病院に関す
る基本的知識の習得

実習のテーマ・課題の明確化
実習に臨むにあたっての基本
的姿勢・態度の涵養

これまで履修した関連科目の内容を確認する
◎障害と疾病を併せ持つ利用者の特性を理解する
◎精神保健福祉に関する法制度を理解する
◎援助技術関連科目の内容を復習する
◎PSW の価値について理解を深める
◎ソーシャルワーカーの職業倫理・守秘義務について理解する
◎精神障害者の権利擁護について学ぶ
◎精神保健福祉施設・病院の位置付けと役割について理解する
◎精神科医療の歴史と現状について学ぶ
◎実習計画書を作成する
◎社会人として求められるマナー、実習態度、コミュニケーショ
ン、および守秘義務等の重要性を確認する

「精神保健福祉論」「精
神保健福祉援助技術
論」「精神科リハビリ
テーション」「精神医
学」「精神保健」等

事前オリエンテー
ション

実習目的の明確化・共有化

実習中の留意事項の把握

◎実習計画書を検討する
◎実習プログラムを具体化する
◎実習動機を確認する
◎実習にあたって留意事項の説明を受ける

「どうして PSW にな
ろうと思うのか」
言語化する

実

習

前

期

オリエンテーション 実習中の留意事項の把握 ◎実習にあたって留意事項を再確認する

病院施設の見学 病院の概要に関する理解

病院の機能に関する理解

◎病院施設の沿革、病院の概要（運営方針、組織や職員構成等）を
理解する
◎各部署の業務内容の概要を把握する

閉鎖病棟・保護室の存
在を知る

相談室業務 PSW 業務の概要の理解 ◎講義から PSW の業務内容について理解する
◎職員の動きや利用者の様子を観察する

治療・援助プログ
ラムへの参加

各種プログラムの内容、目
的、機能の理解

◎実施プログラム（病院レク、OT、家族教室、行事、SST 等）へ
参加し、各プログラムの意義について考察する

院内カンファレン
スへの参加（随時）

利用者支援方法の理解
チーム医療の中における
PSW の役割の理解

◎病院においてどのように利用者支援について検討しているのか理
解する
◎病院で働く職員のチームワークについて理解する

院内勉強会等への
参加（随時）

医療的側面についての理解 ○疾病と治療、薬等について理解する
○病院における医師の役割を理解する

ケースファイル・
カルテ閲覧

記録の意義と方法の理解 ◎ケースファイル・カルテの読み方、書き方を学ぶ

コミュニケーショ
ン（以後継続）

実習担当者、職員、利用者等
との人間関係形成
体験の言語化による気づき

◎利用者、実習担当者、職員とコミュニケーションをとる
◎利用者、実習担当者、職員と良好な関係を築くよう努める
◎実習担当者とのふりかえりを行い、感じたことや考えたこと、疑
問、質問等を言語化する

できるだけ毎日終了時
に実習担当者とふりか
えりの時間をもつ

巡回指導（以後随
時）

中間評価とモニタリング ◎これまでのまとめと評価を行う
◎今後の実習課題を確認する

実習施設の実習担当
者、実習指導教員、実
習生の三者で行う

実

習

中

期

病棟実習 入院生活の理解

行動制限の体験

◎病棟で利用者と積極的に関わる
◎病棟での日課を理解する
◎他職種業務を理解する
△閉鎖病棟／保護室を短時間体験する

個別面接への同席
漓

利用者理解

面接技術の実践的理解

○長期入院となっている利用者の話を聞く
◎ケースについての説明を受け、利用者理解に努める
○職員と利用者のかかわりを観察する

訪問同行 地域生活の理解 ◎利用者宅等の訪問に同行し、利用者の生活について理解を深める

他機関訪問
関連施設・機関との連携の理
解

◎関連施設・機関（市役所、保健所、作業所、地域生活支援センタ
ー等）を見学を兼ね訪問する
◎他施設・機関との関係や連携のあり方について理解する

記録 記録の書き方の習得 ◎接した利用者とのかかわりや同席した面接について模擬的に記録
を作成する

実
習
後
期

個別面接への同席
滷

事例を通した PSW の援助の
視点についての理解

○継続して面接に同席する
○ニーズを把握する
○アセスメントの実際を学ぶ
○支援計画の立て方の実際を学ぶ

模擬的にアセスメント
シートや支援計
画を作成し、指導を受
ける

反省会 課題達成度の確認 ◎課題の達成度について話し合う
◎今後の課題について考える

可能であれば院内で報
告会を実施し、実習体
験・効果を発表する
今後重点的に学習すべ
き点の理解

実
習
後

事後指導 課題達成度の点検

実習体験の言語化

◎実習先からの評価を踏まえて実習全体をふりかえり、実習指導教
員と話し合う
◎実習の成果について検討し、今後の課題について確認する
◎自己の成長と自己覚知について検証する
◎実習ノートを見直し、実習報告書を作成する
◎実習報告会で、自分の実習体験を他者に伝えるとともに、他者の
報告を聞くことにより、自分の実習内容を多面的に理解する

◎基本的に達成するべき項目 ○達成することが望ましい項目 △できれば達成に努力する項目
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学療法士、作業療法士、言語聴覚士、臨床心理

士などとの連携や、障害の理解、保護者との関

係など、現場での関わりや動きも広範囲におよ

び、その中で社会福祉士の実習として何を行な

うべきか、学生が学ぶべき点は何かなど、議論

する点は多岐にわたった。

児童施設での実習で保育士実習との違いを明

確にし、保育・療育面における学習はもとより

他職種や関係機関・施設との調整を行ない、そ

れに伴うさまざまな制度についてや関係機関・

施設の役割についての学習を行なうことが重要

となる。また、障害児との関わりでさらに重要

なことは、児童の障害の症状について、ある程

度の認識が必要になるということである。

だが、最近の実習生の傾向としては、児童は

好きだがかかわったことがない、ましてや障害

児とのかかわりもほとんどない中で、児童との

関係や施設の日課に慣れることに実習時間の大

部分を要していることがうかがえ、モデルでは

配属実習が始まるまでの事前学習に重点をおい

て組み立てた。

こうして、配属実習の事前学習が幅広く、か

なり多くの内容を占めることになったことは、

養成校である大学側にとってもこれまで以上に

多大な時間と労力を要することになるといえ

る。また、「内容が詳細すぎて、紙上では取り

組めそうな課題であるが、実際にはどこまで実

施可能であるか見当がつかない」との現場から

の声も上がっている。

しかし、施設も大学側も、これからの社会福

祉教育にとってより良い人材育成のために連携

し、時間をかけて配属実習に取り組んでいく姿

勢であり、平成 17年度の配属実習での結果を

ふまえ、今後さらなる検証を進め、モデル構築

に向けて継続的に取り組むこととする。

（8）精神病院（表 9）

精神障害を持ちつつ生活する人々は、歴史的

に見ると、偏見を持たれることが多かったり、

他の分野より福祉サービスが遅れていた状況が

ある。しかし、近年、精神保健福祉法の影響も

あり、精神病患者として診療の対象である側面

が強調されていたのが、徐々に生活者としての

側面が重視されてきている。

それらの意味を含め、精神病院の利用者の生

活および心理を共感的に理解することを実習の

目標とした。したがって、本モデルのすべての

時期を通して、実習生に精神障害を持つ利用者

の生活および人権を感じてほしいという意図を

重視した。

実習前は実習に向けた基本的態度の形成にお

いて、精神障害に対しての偏見にも関連して、

特に守秘義務の重要性について確認する。精神

科医療の歴史から、精神障害を持つ利用者の人

権の大切さを実感し、場合によって、ソーシャ

ルワーカー自らが利用者の人権を奪ってしまう

危険性もあることを、理解する。

実習前期は病院の理解を深めるとともに、病

院の特徴である多くの部署を把握する。病院の

実施プログラムに実習生が実際に参加し、各種

プログラムを理解する。多くの専門職の集まり

である病院において、ソーシャルワーカーの役

割を理解する。精神障害の原因である疾病につ

いて、医学的な知識を学ぶ。また、配属実習期

間中は、毎日、担当指導者とふりかえりを行

う。

実習中期は病棟実習においては、他職種業務

の理解とともに、利用者の（入院）生活を知

る。閉鎖病棟および保護室の存在を体験的に理

表 10 調査対象数および調査票回収状況

種 別 調査
対象数

有効
回収数

有効回収
率（％）

児童相談所
児童養護施設等
知的障害児通園施設
障害者施設
福祉事務所
社会福祉協議会
特別養護老人ホーム
精神病院
全体

19
37
11
32
9
46
86
11
251

6
22
7
20
4
23
50
7

139

31.6
59.5
63.6
62.5
44.4
50.0
58.1
63.6
55.4
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解する。直接、長期入院の利用者の話を聴くこ

とにより、利用者の生活を「感じる」ことを目

標とする。また、利用者の自宅などへ訪問する

ことにより、利用者の地域での生活を理解す

る。

実習後期は個別面接に同席し、事例を通して

援助を理解する。

実習後は事後指導において、実習生が実習の

中で理解したものを集大成し、実習生の自己覚

知を深め、実習体験を言語化する。

本モデルにおいては、利用者の生活および心

理を共感的に理解するということを一貫した目

標として設定することができたと考えられる。

最後に課題として以下の二点を挙げる。

一点目として、本モデルは、ミニマムスタン

ダードを強調したため、コンパクトになりすぎ

た面がある。

二点目として、精神病院だけではなく、精神

保健福祉士が配置されている行政機関、地域の

社会復帰施設なども個別にモデルを作成する必

要がある。

3 社会福祉実習教育モデル案に関する調査

種別ごとにみた調査票の回収状況は表 10の

通りである。表中の児童養護施設等とは児童養

護施設と児童自立支援施設を指している（以下

同じ）。有効回収率は全体で 55.4％であった。

本調査はモデル案をより多くの施設・機関で実

施していただくための条件について検討するこ

とも目的としており、今回はモデル案実施の条

件に焦点をあて集計および分析を行った。分析

に用いた項目は、施設・機関に関しては設置運

営形態、社会福祉士・精神保健福祉士が実習指

導を担当することになっているか、調査票記入

者に関しては性別、年齢、現在の施設・機関に

おける実習指導年数、他の施設・機関における

実習指導経験の有無、現在の施設・機関および

他の施設・機関における通算実習指導年数、取

得している資格、そして実習モデル案実施条件

である。分析はこれらの項目に欠損値のない

109票を対象とした。また、今回種別ごとの回

答数にバラツキが大きいため、種別ごとの分析

および種別間の比較は行っていない。

（1）結果

1）施設・機関および調査票記入者について

（表 11）

まず施設・機関について、種別は児童相談所

5人（4.6％）、児童養護施設等 17人（15.6％）、

知的障害児通園施設 4人（3.7％）、障害者施設

16人（14.7％）、福祉事務所 3人（2.8％）、社

会福祉協議会 18人（16.5％）、特別養護老人ホ

表 11 分析対象の基本属性

項 目 カテゴリー 人 （％）

〈施設・機関について〉
種別

設置運営形態

社会福祉士・精神保
健福祉士が実習指導
担当
〈回答者について〉
性別

年齢

現施設・機関での実
習指導年数

他施設・機関での実
習指導経験
通算実習指導年数

取得資格

児童相談所
児童養護施設等
知的障害児通園施設
障害者施設
福祉事務所
社会福祉協議会
特別養護老人ホーム
精神病院
公設公営
公設民営
民設民営
なっている
なっていない

男性
女性
20代
30代
40代
50代
60代以上
1年未満
1年～3年
4年～9年
10年以上
平均値±標準偏差
あり
なし
1年未満
1年～3年
4年～9年
10年以上
平均値±標準偏差
社会福祉士
精神保健福祉士
介護福祉士
保育士

5
17
4
16
3
18
42
4
13
22
74
33
76

64
45
17
31
33
24
4
16
41
29
23

5.2±5.4
20
89
12
36
35
26

6.2±5.9
39
7
28
13

（4.6）
（15.6）
（3.7）
（14.7）
（2.8）
（16.5）
（38.5）
（3.7）
（11.9）
（20.2）
（67.9）
（30.3）
（69.7）

（58.7）
（41.3）
（15.6）
（28.4）
（30.3）
（22.0）
（3.7）
（14.7）
（37.6）
（26.6）
（21.1）

（18.3）
（81.7）
（11.0）
（33.0）
（32.1）
（23.9）

（35.8）
（6.4）
（25.7）
（11.9）
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ーム 42人（38.5％）、精神病院 4人（3.7％）で

あった。設置運営形態は公設公営 13人（11.9

％）、公設民営 22人（20.2％）、民設民営 74人

（67.9％）と民設民営が最も多かった。社会福

祉士・精神保健福祉士が実習指導を担当するこ

とになっているか否かについては、「なってい

る」33人（30.3％）、「なっていない」76人

（69.7％）であった。

次に調査票記入者について、性別は男性 64

人（58.7％）、女性 45人（41.3％）、年齢は 20

代 17人（15.6％）、30代 31人（28.4％）、40代

33人（30.3％）、50代 24人（22.0％）、60代以

上 4人（3.7％）であった。現在の施設・機関

における実習指導年数は 1年未満 16人（14.7

％）、1年～3年 41人（37.6％）、4年～9年 29

人（26.6％）、10年以上 23人（21.1％）で、平

均は 5.2年、標準偏差は 5.4であった。他の施

設・機関における実習指導経験は「ある」20

人（18.3％）、「ない」89人（81.7％）であっ

た。「ある」と回答した 20人の平均指導年数は

5.6年、標準偏差は 4.3であった。現在の施設

・機関および他の施設・機関における通算実習

指導年数は 1年未満 12人（11.0％）、1年～3

年 36人（33.0％）、4年～9年 35人（32.1％）、

10年以上 26人（23.9％）で、平均は 6.2年、

標準偏差は 5.9であった。取得している資格は

社会福祉士 39人（35.8％）、精神保健福祉士 7

人（6.4％）、介護福祉士 28人（25.7％）、保育

士 13人（11.9％）であった。

2）実習モデル案実施条件について（表 12）

各種別のモデル案においてどのような条件が

整えば実施可能と思われるか、重要だと思う項

目を選んでもらった。「学生が実習前に十分な

学習を行うこと」が 44人（40.4％）で最も多

かった。以下「実習指導専任の担当職員がいる

こと」42人（38.5％）、「実習前に養成校の実習

担当教員と実習プログラムについての協議を行

うこと」28人（25.7％）、「一度に受け入れる実

習生を少なくすること」27人（24.8％）、「養成

校が実習生に実習前に十分な指導を行うこと」

24人（22.0％）、「実習前に養成校の実習担当教

員から実習モデルについて具体的な説明がある

こと」24人（22.0％）、「実習について、実習指

導担当以外の職員の理解が深まること」22人

（20.2％）、「実習を受け入れる養成校の実習担

当教員と連絡を密にとるなど連携を強化するこ

と」20人（18.3％）、「実習指導担当職員を増や

すこと」14人（12.8％）、「実習指導担当職員を

対象とした研修が行われること」10人（9.2

％）、「実習を受け入れる養成校を少なくするこ

と」7人（6.4％）、「実習の受け入れを社会福祉

実習に限定すること」3人（2.8％）となってい

た。

条件として提示した上記 12項目間の関連を

みるため相関係数を算出した結果、「学生が実

習前に十分な学習を行うこと」と「養成校が実

習生に実習前に十分な指導を行うこと」、「実習

前に養成校の実習担当教員と実習プログラムに

ついての協議を行うこと」と「実習前に養成校

の実習担当教員から実習モデルについて具体的

な説明があること」の間に有意な相関が認めら

れた（相関係数はそれぞれ .24と .25、ともに

5％水準で有意）。

表 12 モデル案実施の条件

条 件 人 （％）

学生が実習前に十分な学習を行うこと
実習指導専任の担当職員がいること
実習前に養成校の実習担当教員と実習プログラ
ムについての協議を行うこと
一度に受け入れる実習生を少なくすること
養成校が実習生に実習前に十分な指導を行うこ
と
実習前に養成校の実習担当教員から実習モデル
について具体的な説明があること
実習について、実習指導担当以外の職員の理解
が深まること
実習を受け入れる養成校の実習担当教員と連絡
を密にとるなど連携を強化すること
実習指導担当職員を増やすこと
実習指導担当職員を対象とした研修が行われる
こと
実習を受け入れる養成校を少なくすること
実習の受け入れを社会福祉実習に限定すること

44
42
28

27
24

24

22

20

14
10

7
3

（40.4）
（38.5）
（25.7）

（24.8）
（22.0）

（22.0）

（20.2）

（18.3）

（12.8）
（9.2）

（6.4）
（2.8）
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3）実習モデル案実施条件と他項目との関連

について（表 13）

実習モデル案実施条件と他項目との関連につ

いては表 13に示す。調査票記入者の年齢は 30

代以下と 40代以上に分類した。また、現在の

施設・機関における実習指導年数、現在の施設

・機関および他の施設・機関における通算実習

指導年数をそれぞれ 3年以下と 4年以上に分類

した。取得している資格については、社会福祉

士もしくは精神保健福祉士の資格の有無で分類

した。
χ2検定の結果、有意差がみられたのは「実

習を受け入れる養成校の実習担当教員と連絡を

密にとるなど連携を強化すること」と年齢、

表 13 モデル案実施の条件と他項目との関連

学生が実
習前に十
分な学習
を行うこ
と

実習指導
専任の担
当職員が
いること

実習前に
養成校の
実習担当
教員と実
習プログ
ラムにつ
いての協
議を行う
こと

一度に受
け入れる
実習生を
少なくす
ること

養成校が
実習生に
実習前に
十分な指
導を行う
こと

実習前に
養成校の
実習担当
教員から
実習モデ
ルについ
て具体的
な説明が
あること

実習につ
いて、実
習指導担
当以外の
職員の理
解が深ま
ること

実習を受
け入れる
養成校の
実習担当
教員と連
絡を密に
とるなど連
携を強化
すること

実習指導
担当職員
を増やす
こと

実習指導
担当職員
を対象と
した研修
が行われ
ること

実習を受
け入れる
養成校を
少なくす
ること

実習の受
け入れを
社会福祉
実習に限
定するこ
と

種別

設置運営形
態

社会福祉士
・精神保健
福祉士が実
習指導担当
性別

年齢

現施設・機
関での実習
指導年数

他施設・機
関での指導

通算指導年
数

社会福祉士
・精神保健
福祉士の資
格

児童相談所

児童養護施
設等
知的障害児
通園施設
障害者施設

福祉事務所

社会福祉協
議会
特別養護老
人ホーム
精神病院

公設公営

公設民営

民設民営

なっている

なっていな
い
男性

女性

30代以下

40代以上

3年以下

4年以上

ない

ある

3年以下

4年以上

ない

ある

2
（40.0）

8
（47.1）

3
（75.0）

5
（31.3）

0
（0.0）

8
（44.4）

17
（40.5）

1
（25.0）

4
（30.8）

9
（40.9）

31
（41.9）

13
（39.4）

31
（40.8）

22
（34.4）

22
（48.9）

22
（45.8）

22
（36.1）

20
（35.1）

24
（46.2）

35
（39.3）

9
（45.0）

15
（31.3）

29
（47.5）

23
（35.4）

21
（47.7）

4
（80.0）

7
（41.2）

3
（75.0）

5
（31.3）

1
（33.3）

6
（33.3）

14
（33.3）

2
（50.0）

5
（38.5）

9
（40.9）

28
（37.8）

13
（39.4）

29
（38.2）

23
（35.9）

19
（42.2）

15
（31.3）

27
（44.3）

23
（40.4）

19
（36.5）

35
（39.3）

7
（35.0）

19
（39.6）

23
（37.7）

26
（40.0）

16
（36.4）

1
（20.0）

6
（35.3）

1
（25.0）

2
（12.5）

1
（33.3）

4
（22.2）

13
（31.0）

0
（0.0）

3
（23.1）

4
（18.2）

21
（28.4）

11
（33.3）

17
（22.4）

14
（21.9）

14
（31.1）

15
（31.3）

13
（21.3）

15
（26.3）

13
（25.0）

24
（27.0）

4
（20.0）

13
（27.1）

15
（24.6）

15
（23.1）

13
（29.5）

2
（40.0）

5
（29.4）

1
（25.0）

3
（18.8）

1
（33.3）

4
（22.2）

11
（26.2）

0
（0.0）

4
（30.8）

6
（27.3）

17
（23.0）

8
（24.2）

19
（25.0）

18
（28.1）

9
（20.0）

9
（18.8）

18
（29.5）

11
（19.3）

16
（30.8）

21
（23.6）

6
（30.0）

9
（18.8）

18
（29.5）

17
（26.2）

10
（22.7）

1
（20.0）

7
（41.2）

2
（50.0）

4
（25.0）

0
（0.0）

2
（11.1）

6
（14.3）

2
（50.0）

5
（38.5）

3
（13.6）

16
（21.6）

7
（21.2）

17
（22.4）

13
（20.3）

11
（24.4）

14
（29.2）

10
（16.4）

11
（19.3）

13
（25.0）

17
（19.1）

7
（35.0）

8
（16.7）

16
（26.2）

12
（18.5）

12
（27.3）

0
（0.0）

3
（17.6）

0
（0.0）

5
（31.3）

1
（33.3）

6
（33.3）

9
（21.4）

0
（0.0）

1
（7.7）

4
（18.2）

19
（25.7）

10
（30.3）

14
（18.4）

14
（21.9）

10
（22.2）

11
（22.9）

13
（21.3）

14
（24.6）

10
（19.2）

20
（22.5）

4
（20.0）

13
（27.1）

11
（18.0）

16
（24.6）

8
（18.2）

2
（40.0）

2
（11.8）

0
（0.0）

3
（18.8）

1
（33.3）

2
（11.1）

11
（26.2）

1
（25.0）

5
（38.5）

2
（9.1）

15
（20.3）

5
（15.2）

17
（22.4）

13
（20.3）

9
（20.0）

9
（18.8）

13
（21.3）

14
（24.6）

8
（15.4）

18
（20.2）

4
（20.0）

12
（25.0）

10
（16.4）

15
（23.1）

7
（15.9）

0
（0.0）

3
（17.6）

1
（25.0）

2
（12.5）

0
（0.0）

6
（33.3）

8
（19.0）

0
（0.0）

1
（7.7）

6
（27.3）

13
（17.6）

7
（21.2）

13
（17.1）

11
（17.2）

9
（20.0）

13
（27.1）

7
（11.5）

12
（21.1）

8
（15.4）

17
（19.1）

3
（15.0）

11
（22.9）

9
（14.8）

10
（15.4）

10
（22.7）

1
（20.0）

2
（11.8）

0
（0.0）

2
（12.5）

0
（0.0）

0
（0.0）

9
（21.4）

0
（0.0）

1
（7.7）

5
（22.7）

8
（10.8）

4
（12.1）

10
（13.2）

10
（15.6）

4
（8.9）

6
（12.5）

8
（131．）

11
（19.3）

3
（5.8）

9
（10.1）

5
（25.0）

9
（18.8）

5
（8.2）

10
（15.4）

4
（9.1）

1
（20.0）

2
（11.8）

0
（0.0）

2
（12.5）

0
（0.0）

0
（0.0）

5
（11.9）

0
（0.0）

1
（7.7）

1
（4.5）

8
（10.8）

0
（0.0）

10
（13.2）

4
（6.3）

6
（13.3）

6
（12.5）

4
（6.6）

3
（5.3）

7
（13.5）

8
（9.0）

2
（10.0）

3
（6.3）

7
（11.5）

7
（10.8）

3
（6.8）

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（25.0）

0
（0.0）

0
（0.0）

2
（11.1）

3
（7.1）

1
（25.0）

0
（0.0）

0
（0.0）

7
（9.5）

5
（15.2）

2
（2.6）

5
（7.8）

2
（4.4）

2
（4.2）

5
（8.2）

4
（7.0）

3
（5.8）

7
（7.9）

0
（0.0）

4
（8.3）

3
（4.9）

3
（4.6）

4
（9.1）

0
（0.0）

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（6.3）

0
（0.0）

0
（0.0）

1
（2.4）

1
（25.0）

0
（0.0）

1
（4.5）

2
（2.7）

2
（6.1）

1
（1.3）

2
（3.1）

1
（2.2）

2
（4.2）

1
（1.6）

2
（3.5）

1
（1.9）

3
（3.4）

0
（0.0）

2
（4.2）

1
（1.6）

1
（1.5）

2
（4.5）

＊（ ）内％
＊（ ）内は、各条件について重要だと思う人のカテゴリーごとの割合
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「実習指導担当職員を増やすこと」と現施設・

機関での実習指導年数であった（ともに 5％水

準で有意）。

（2）考察

モデル案を実施するための条件として最も要

望が多かったものは「学生が実習前に十分な学

習を行うこと」であった。この条件と有意な相

関の認められた「養成校が実習生に実習前に十

分な指導を行うこと」と合わせて考えると、実

習前の準備について実習施設・機関から要望が

高いことがうかがえる。また、原田らは実習前

の準備状況に起因する実習施設・機関の負担感

を「実習準備不満感」としてとらえている2）。

実習施設・機関の要望を単にモデル案の項目と

して反映するのではなく、実際に実習生および

養成校が取り組むことにより、実習施設・機関

の負担感の軽減が期待できるだろう。

同様に有意な相関の認められたのは「実習前

に養成校の実習担当教員と実習プログラムにつ

いての協議を行うこと」と「実習前に養成校の

実習担当教員から実習モデルについて具体的な

説明があること」であった。これらは実習施設

・機関と養成校の連携に関する項目であるとと

らえられる。モデル案は本学教員だけではな

く、実習施設・機関の実習担当者と協働して作

成したものであり、いわば連携の産物ともいえ

よう。実習では何を学ぶのか、そのためにはど

のようなプログラムが必要なのか両者が話し合

うことが、結果としてモデル案実施のみなら

ず、より実りのある実習につながるものと考え

られる。

一方「実習指導専任の担当職員がいること」

「一度に受け入れる実習生を少なくすること」

といった実習指導における負担軽減に関する条

件も要望が多かった。先行研究からも同様の結

果が出ている3）。実習施設・機関が受け入れて

いる実習は社会福祉士や精神保健福祉士だけで

なく、保育士、介護福祉士、ホームヘルパー、

教員免許取得に係る介護等体験等多岐にわた

る。施設・機関の実習指導担当者は、日々の業

務をこなしながら、多種類の実習を受け入れ実

習生を指導しているのが現状である。本調査の

自由記述にも「施設で働く職員としては、利用

者援助が第一の事業であり、現在その意味で十

分な職員配置とはなっておらず、そういう状況

では期待されるような受け入れは十分にできな

いと思います」等の意見が出されている。養成

校が実習施設・機関に実習指導をお願いするに

あたっては、先述のように実習前の指導を十分

に行った上で実習生を送り出す、実習中は実習

生の実習への取り組みや成果を確認し、その後

の取り組みへの指導を行う等、養成校としての

責任を果たすことにより、少しでも実習指導に

係る負担の軽減が図れるよう努めなければなら

ないだろう。「基本的に学生さんは『何を学ぶ

のか』ということをきちんと整理し、考えをも

って実習に取り組むべきだと考えます。目的意

識をどこまでもって実習に臨むかは実習生さん

だけでなく、貴校の指導にかかっていると思わ

れます」（本調査自由記述より）という回答に

見られるように、養成校につきつけられた課題

を真摯に受け止めたい。

� まとめ

本研究は、社会福祉実習において学生は何を

学ぶべきかということについて、大学と実習施

設・機関が共同で論議し、その成果を実習モデ

ルとしてまとめたものである。

2002年から 3年間、実習受け入れ先の施設

・機関の有志と本学の実習担当教員からなる

「社会福祉実習教育モデル研究会」を設け、よ

りよい実習教育のあり方を検討してきた。

そこでは実習モデルの構築に先駆けて、また

平行して、大学と実習施設・機関が目標や問題

意識を共有し、それぞれの抱える問題・課題を

論議することができた。実習は大学と現場との

協力がもっとも必要とされ、具体化される場で

ある。現状の実習レベルのステップアップをと

もに考えることができたのは、得難い機会であ

った。

遠塚谷冨美子他：社会福祉実習教育モデルについて

─３１７─



その上で、「社会福祉士」「精神保健福祉士」

実習のミニマム・スタンダードをプログラムに

することが試みられた。

望ましい「社会福祉士」「精神保健福祉士」

とはどのようなものか、「社会福祉士」「精神保

健福祉士」の業務は何か、実習で最低限何を学

ぶべきか、介護業務・保育業務その他のケアワ

ークとの関連を実習のなかでどう位置づける

か。

こうした議論を経て出てきた施設・機関別の

8種のモデル案を試行し、現場での問題点をふ

まえて修正を加え、アンケート調査の結果も入

れて、最終的に「基本的に達成するべき実習項

目」「達成することがのぞましい実習項目」「で

きれば達成に努力する実習項目」の 3段階の実

施レベルを示したモデルが作成された。

実習モデルとしては、社会福祉士会がすでに

種別のモデル案を作成しているが、本研究によ

るモデルは大学と実習施設・機関が共同で開発

し、現場での試行を経た実践的なモデルである

ことが、大きな特色である。

今回のモデルは、漓各種別ごとの現場実習で

の学習項目を明示し、滷大学での事前学習・事

後学習の内容を項目化し、澆大学と実習施設・

機関との連携のあり方を組み入れている。

このモデルは大学が実習先に配布するだけで

は、実施されることを期待できない。実習施設

・機関の相互の協議があり、実習前に学生を入

れた三者が準備を十分行なうことが必要にな

る。また、実習中も巡回指導などで大学と実習

先が連携を密にすることを期待されている。

とりわけ事前学習については、種別をこえて

学ぶべき共通の項目が多く、ほとんどが「基本

的に達成すべき項目」として位置づけられてい

る。大学での事前の周到な準備が課されたモデ

ルである。

アンケート調査で、このモデルを実施するた

めに必要な条件を問うたところ、「学生が実習

前に十分な学習を行うこと」「実習指導専任の

担当職員がいること」がもっとも多い回答であ

った。

また、十分な職員配置がない状況で、期待さ

れるような受け入れは十分できない」という声

は、日頃われわれが現場の方々と接するなかで

も知る機会が多いものである。効果のある実習

のためには、現場の人員配置状況の改善が何よ

りも必要である。

さらには、望ましい社会福祉士・精神保健福

祉士のあり方をふまえた実習教育は、ソーシャ

ルワーカーとしての両資格が現場でどのように

根づいているかと深く関連している。

ソーシャルワーカーの任用が進んでいない現

状に対して、日本学術会議社会福祉・社会保障

研究連絡委員会が「ソーシャルワークが展開で

きる社会システムづくりへの提案」を行ってお

り、こうした提案が政策レベルに反映され、ソ

ーシャルワーカーの配置が浸透することが望ま

れる。

しかし、一方で実習教育を行うなかで具体的

に浮かび上がる課題を乗り越えるためには、配

属先と大学など養成校とが連携を深め、目標や

問題意識を共有することが必要である。実習機

関と大学が共同で実践可能なモデルを作り上

げ、実習教育のレベルの向上をはかろうとする

ところに本研究の固有の意義があるといえる。

注
１）日下菜穂子「社会福祉実習受け入れに関する

調査について」『関西福祉科学大学現場実習教育
の現状と課題』3、31−39、2002

２）原田和幸他「社会福祉施設・機関における実
習受け入れに関する調査－実習担当者の意識
（負担感・やりがい感）を中心として－」『社会
事業研究所年報』34、85−128、1998
３）日本社会事業大学『社会福祉士・介護福祉士
の養成に関する調査研究－実習受け入れ実態調
査と指導事例－』1999

参考文献
宮田和明他『三訂 社会福祉実習』中央法規、2000
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資料

社会福祉実習教育モデル案に関する調査

以下の問いについてお答えください。なお、ここでいう社会福祉実習とは、社会福祉士ならびに精神保健福
祉士国家試験受験資格に係る実習のことです。

蠢．施設・機関についてお聞きします。
1．施設・機関の種別名 → 例：福祉事務所、児童養護施設など
（ ）

2．施設・機関の設置運営形態について、あてはまる番号を 1つだけ○で囲んでください。
1 公設公営 2 公設民営 3 民設民営

3．職員数は何人ですか。常勤、非常勤について人数をお書きください。
常勤：（ ）人 非常勤：（ ）人

4．ソーシャルワークの仕事に携わる職員数： （ ）人
＊ここでのソーシャルワークの仕事に携わる職員とは、施設における生活相談員のような主に相談業務に
携わる方を指します。

5．社会福祉士および精神保健福祉士の資格をもつ常勤の職員は何人ですか。
社会福祉士：（ ）人 精神保健福祉士：（ ）人

6．社会福祉実習の指導担当者はどのような方ですか。あてはまる番号を○で囲んでください。
1 施設長・所長など施設・機関の代表者 2 実習受け入れ窓口となっている方
3 主任・課長など現場のまとめ役をされている方 4 特に決まっていない
5 その他（ ）

7．社会福祉実習の指導は、社会福祉士もしくは精神保健福祉士の資格をお持ちの方が担当することになって
いますか。あてはまる番号を 1つだけ○で囲んでください。
1 なっている
2 なっていない

蠡．調査票を記入してくださる方についてお聞きします。
1．性別： 1 男性 2 女性
2．年齢について、あてはまる番号を 1つだけ○で囲んでください。

1 20代 2 30代 3 40代 4 50代 5 60代以上
3．職種： （ ） → 例：生活相談員、児童指導員など
4．現在の施設・機関で、社会福祉実習の指導担当年数： （ ）年
5．他の施設・機関で、社会福祉実習の指導を担当されたことはありますか。あてはまる番号を 1つだけ○で
囲んでください。1を選択された方はその年数もお答えください。
1 ある → （ ）年
2 ない

6．あなたが取得している資格について、あてはまる番号をすべて○で囲んでください。
1 社会福祉士 2 精神保健福祉士 3 介護福祉士 4 保育士
5 保健師 6 看護師 7 準看護師 8 助産師
9 理学療法士 10 作業療法士 11 教員
12 その他（ ）

蠱．社会福祉実習教育モデル案についてお聞きします。
1．別紙の社会福祉実習教育モデル案をご覧ください。個々の実習プログラムについて、次のうちから貴施設
・機関においてあてはまるとお考えの番号を、プログラム中の（ ）内にお書きください。
漓 実施可能な項目
滷 場合によっては実施可能な項目
澆 実施困難な項目
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2．1で滷もしくは澆と記入されたプログラムについて、どのような条件が整えば貴施設・機関において実施
可能と思われますか。重要と思われるものを 3つ○で囲んでください。
1 実習指導専任の担当職員がいること
2 実習指導担当職員を増やすこと
3 一度に受け入れる実習生を少なくすること
4 実習を受け入れる養成校を少なくすること
5 実習を受け入れる養成校の実習担当教員と連絡を密にとるなど連携を強化すること
6 実習指導担当職員を対象とした研修が行われること
7 実習について、実習指導担当以外の職員の理解が深まること
8 実習の受け入れを社会福祉実習（社会福祉士・精神保健福祉士）に限定すること
9 学生が実習前に十分な学習を行うこと
10 養成校が実習生に実習前に十分な指導を行うこと
11 実習前に養成校の実習担当教員から実習モデルについて具体的な説明があること
12 実習前に養成校の実習担当教員と実習プログラムについての協議を行うこと
13 その他（ ）

3．別紙の社会福祉実習教育モデル案について、付け加えたほうがよいと思われる項目がありましたらご自由
にお書きください。

（ ）
4．その他社会福祉実習教育モデル案について、ご意見等ございましたらご自由にお書きください。

（ ）
＊差し支えなければ施設・機関名をお書きください。
→（ ）

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
本票および別紙のモデル案は、返信用封筒にてご返送くださいますようお願いいたします。
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2004年度 社会福祉実習教育モデル研究会
参加者

須郷 紳弘 大阪府立箕面通勤寮

高埜須磨子 社会福祉法人日本コイノニア福祉会 特別養護老人ホーム第二好意の庭

竹原 紀夫 医療法人養心会 国分病院

中村 又一 守口市福祉事務所

西嶋 嘉彦 大阪府立修徳学院

饌田 和則 社会福祉法人門真晋栄福祉会 特別養護老人ホームナーシングホーム智鳥

岡村 美範 社会福祉法人門真晋栄福祉会 特別養護老人ホームナーシングホーム智鳥

北條 正治 社会福祉法人大阪水上隣保館 児童養護施設遙学園

前川阿紀子 社会福祉法人柏原市社会福祉協議会

三宅健一郎 社会福祉法人川西市社会福祉事業団 川西さくら園

遠塚谷冨美子（代表） 関西福祉科学大学

一村小百合 関西福祉科学大学

遠藤和佳子 関西福祉科学大学

柿木志津江 関西福祉科学大学

黒田 文 関西福祉科学大学

兒玉 好子 関西福祉科学大学

齊藤 千鶴 関西福祉科学大学

櫻井 秀雄 関西福祉科学大学

杉本 敏夫 関西福祉科学大学

津田 耕一 関西福祉科学大学

寺田 明代 関西福祉科学大学

中島 裕 関西福祉科学大学

袴田 俊一 関西福祉科学大学

橋本有理子 関西福祉科学大学

日根野 建 関西福祉科学大学

寶田 玲子 関西福祉科学大学

松宮 満 関西福祉科学大学

山戸 隆也 関西福祉科学大学

吉田 初恵 関西福祉科学大学

李 政元 関西福祉科学大学

渡辺 嘉久 帝塚山大学

遠塚谷冨美子他：社会福祉実習教育モデルについて
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